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一
　
序

秀
れ
た
文
学
作
品
は
、
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
泉
の
よ
う
な
も
の
で
、
読
め
ば
読

む
ほ
ど
、
豊
か
な
文
学
性
が
作
品
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
大

伴
家
持
の
越
中
秀
吟
（
萬
葉
集
巻
十
九
・
四
一
三
九
〜
四
一
五
〇
）
も
、
そ
う

し
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

天
平
勝
宝
二
年
の
三
月
の
一
日
の
暮
ゆ
ふ
へ
に
、
春
苑
の
桃
李
の
花
を
眺な

矚が

め

て
作
る
歌
二
首

春
の
苑
紅

そ
の
く
れ
な
ゐに

ほ
ふ
桃
の
花
下し

た

照で

る
道
に
出い

で
立
つ
●
嬬

を
と
め

（
四
一
三
九
）

我
が
園そ
の

の
李
す
も
も

の
花
か
庭
に
散
る
は
だ
れ
の
い
ま
だ
残
り
た
る
か
も

（
四
一
四
〇
）

翻と

び
翔か
け

る
鴫し
ぎ

を
見
て
作
る
歌
一
首

春
ま
け
て
も
の
悲が
な

し
き
に
さ
夜よ

更ふ

け
て
羽は

振ぶ

き
鳴
く
鴫
誰た

が
田
に
か
住
む

（
四
一
四
一
）

二
日
に
、
柳り
う

黛た
い

を
攀よ

ぢ
て
京
師
み
や
こ

を
思
ふ
歌
一
首

春
の
日
に
萌は

れ
る
柳
を
取
り
持
ち
て
見
れ
ば
都
の
大
道
お
ほ
ち

し
思
ほ
ゆ

（
四
一
四
二
）

堅
香
子

か
た
か
ご

草
の
花
を
攀よ

ぢ
折
る
歌
一
首

も
の
の
ふ
の
八や

十そ

●
嬬
を
と
め

ら
が
汲く

み
乱ま
が

ふ
寺て
ら

井ゐ

の
上う
へ

の
堅か
た

香か

子ご

の
花

（
四
一
四
三
）

帰
雁
を
見
る
歌
二
首

燕
来
る
時
に
な
り
ぬ
と
雁
が
ね
は
国
偲し
の

ひ
つ
つ
雲
隠
く
も
が
く

り
鳴
く
（
四
一
四
四
）

春
ま
け
て
か
く
帰
る
と
も
秋
風
に
黄
葉
も
み
た

む
山
を
越
え
来こ

ず
あ
ら
め
や
一
に
は

「
春
さ
れ
ば
帰
る
こ
の
雁
」
と
い
ふ
（
四
一
四
五
）

夜
の
裏う
ち

に
、
千ち

鳥ど
り

の
喧な

く
を
聞
く
歌
二
首

夜
ぐ
た
ち
に
寝ね

覚さ

め
て
居を

れ
ば
川
瀬
尋と

め
心
も
し
の
に
鳴
く
千
鳥
か
も

（
四
一
四
六
）
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夜
く
た
ち
て
鳴
く
川か
は

千
鳥
ち
ど
り

う
べ
し
こ
そ
昔
の
人
も
し
の
ひ
来
に
け
れ

（
四
一
四
七
）

暁
あ
か
と
きに
鳴
く
雉
き
ぎ
し
を
聞
く
歌
二
首

杉
の
野
に
さ
躍を
ど

る
雉
い
ち
し
ろ
く
音ね

に
し
も
泣
か
む
隠こ
も

り
妻づ
ま

か
も

（
四
一
四
八
）

あ
し
ひ
き
の
八や

つ
峰を

の
雉
鳴
き
響と
よ

む
朝
明
あ
さ
け

の
霞
見
れ
ば
悲
し
も（

四
一
四
九
）

遙は
る

か
に
江か

は

を
泝

さ
か
の
ぼる

舟
人

ふ
な
び
と

の
唱う

た

ふ
を
聞
く
歌
一
首

朝
床
あ
さ
と
こ

に
聞
け
ば
遙
け
し
射い

水
川
み
づ
か
は

朝
漕こ

ぎ
し
つ
つ
唱
ふ
舟
人
（
四
一
五
〇
）

拙
稿
「
大
伴
家
持
の
越
中
秀
吟
」（
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
集
、

一
九
九
八
年
∧
平
成
十
∨
三
月
。
以
下
、
拙
稿
①
と
呼
ぶ
）
で
は
、
右
の
越
中

秀
吟
の
高
い
文
学
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
の
要
点
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
。

1
、
越
中
秀
吟
の
全
体
は
植
物
・
動
物
を
第
一
視
点
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い

る
が
、
動
物
の
歌
の
四
一
四
五
（
越
中
秀
吟
の
後
半
四
一
四
六
〜
四
一
五

〇
と
の
継
ぎ
の
役
を
負
う
歌
）
か
ら
四
一
五
〇
ま
で
は
、
山
水
と
い
う
第

二
視
点
を
も
合
わ
せ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。

2
、
越
中
秀
吟
の
花
鳥
山
水
の
作
歌
と
配
列
の
視
点
は
、
越
中
秀
吟
十
二
首

直
後
の
上
巳
の
宴
歌
四
一
五
一
〜
三
番
歌
に
ま
で
連
続
し
、
巻
十
九
巻
頭

歌
群
を
形
成
し
て
い
る
。

3
、
越
中
秀
吟
の
四
一
三
九
番
歌
に
は
漢
詩
や
樹
下
美
人
図
の
影
響
が
認
め

ら
れ
る
が
、
四
一
四
五
か
ら
上
巳
の
宴
歌
（
四
一
五
一
〜
三
）
ま
で
に
は
、

山
水
詩
や
山
水
画
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

4
、
2
と
3
の
事
柄
と
か
か
わ
る
が
、
越
中
秀
吟
に
は
、
遠
近
・
上
下
・
俯

瞰
の
視
点
に
よ
る
詠
作
方
法
が
存
す
る
。

5
、
越
中
秀
吟
に
は
『
遊
仙
窟
』
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。

6
、
越
中
秀
吟
が
桃
下
の
お
と
め
を
詠
む
歌
か
ら
始
ま
り
、
舟
人
を
詠
む
歌

で
終
わ
る
と
い
う
全
体
の
枠
組
み
は
、
巻
十
七
の
大
伴
池
主
「
七
言
、
晩

春
三
日
遊
覧
一
首
」
の
「
桃
源
は
海
に
通か
よ

ひ
て
仙
舟
を
泛う
か

ぶ
」
の
詩
句
か

ら
思
い
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
枠
組
み
は
、
女
（
を

詠
む
歌
）
か
ら
男
（
を
詠
む
歌
）
へ
と
い
う
構
図
を
形
成
し
て
い
る
。

前
掲
拙
稿
①
を
公
表
し
た
の
ち
、
右
の
諸
点
を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
家
持
の
越
中
秀
吟
に
さ
ら
に
深
く
考
察
の
手
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
結
果
、

越
中
秀
吟
は
、
先
行
す
る
万
葉
歌
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
て
咲
い
た
家

持
の
個
性
の
華は
な

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
具
述

し
た
い
と
思
う
。二

　
越
中
秀
吟
と
花
鳥
山
水

越
中
秀
吟
十
二
首
は
、
次
の
よ
う
に
植
物
と
動
物
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
博
「
大
伴
家
持
の
手
法
」
萬
葉
第
百
十
七
号
、
昭
和
五

十
九
年
∧
一
九
八
四
∨
三
月
）。

三
月
一
日

植
物
∧
花
∨
二
首
（
四
一
三
九
〜
四
一
四
〇
）

↑

動
物
∧
鳥
∨
一
首
（
四
一
四
一
）

三
月
二
日

植
物
∧
木
∨
一
首
（
四
一
四
二
）

植
物
∧
花
∨
一
首
（
四
一
四
三
）

動
物
∧
鳥
∨
二
首
（
四
一
四
四
〜
五
）

↓

動
物
∧
鳥
∨
二
首
（
四
一
四
六
〜
七
）

↑

動
物
∧
鳥
∨
二
首
（
四
一
四
八
〜
九
）
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動
物
∧
人
∨
一
首
（
四
一
五
〇
）

↓

前
掲
拙
稿
①
で
は
、
四
一
三
九
〜
四
一
四
五
番
歌
の
「
見
る
」
歌
が
第
一
段

階
の
形
成
で
（
四
一
四
二
が
そ
の
中
心
を
成
す
）、
四
一
四
六
〜
四
一
五
〇
の

「
聞
く
」
歌
が
第
二
段
階
の
形
成
で
あ
る
こ
と
を
、
歌
と
歌
の
表
現
の
対
応
及

び
歌
群
の
構
成
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
、
家
持
が
「
見
る
」
歌
の
最
後
に
立
つ
四

一
四
五
を
継
ぎ
と
し
て
、第

一
基
準
　
　
　
第
二
基
準

四
一
四
五
　
　
　
動
物
（
雁
）

山
（
二
上
山
）

四
一
四
六
〜
七
　
動
物
（
千
鳥
）

川
（
射
水
川
）

四
一
四
八
〜
九
　
動
物
（
雉
）

山
（
二
上
山
）
（
1
）

四
一
五
〇
　
　
　
動
物
（
人
）

川
（
射
水
川
）

の
よ
う
に
構
成
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

2
）。
こ
の
よ
う
に
家
持
が
四
一
四
五

〜
四
一
五
〇
を
「
山
水
」
意
識
を
下
位
基
準
に
し
て
詠
み
成
し
た
因
由
と
し
て
、

巻
五
の
大
伴
旅
人
関
係
歌
（「
松
浦
川
に
遊
ぶ
序
」）
や
巻
十
七
の
家
持
と
池
主

の
贈
答
作
品
に
お
け
る
「
山
水
」
意
識
を
創
作
意
識
と
し
て
自
覚
的
に
用
い
た

こ
と
や
、
四
一
四
六
〜
七
の
詠
作
時
に
踏
ま
え
た
山
部
赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
長

歌
に
お
け
る
山
・
川
の
対
応
と
そ
れ
に
呼
応
し
て
の
反
歌
九
二
四
（
山
）
と
九

二
五
（
川
）
の
対
応
、
さ
ら
に
反
歌
九
二
四
は
山
の
鳥
、
九
二
五
が
川
の
鳥

（
千
鳥
）
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
等
を
家
持
が
し
か
と
押
さ
え
て
い
た
こ
と
を
突

き
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
因
由
に
つ
い
て
は
ま
だ
考
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

四
一
四
二
番
歌
の
言
外
に
に
お
わ
す
故
郷
奈
良
の
佐
保
へ
の
思
い
は
、
二
日

の
夜
の
四
一
四
六
〜
七
の
形
成
を
導
き
、
家
持
は
、
射
水
川
の
千
鳥
を
通
し
て

故
郷
の
佐
保
川
の
千
鳥
を
幻
視
す
る
。
そ
の
こ
と
と
連
動
し
て
佐
保
川
の
千
鳥

を
詠
む
巻
七
・
一
一
二
四
、
一
一
二
五
番
歌
を
想
起
し
、
そ
の
歌
の
表
現
を
踏

ま
え
て
四
一
四
六
〜
七
を
詠
み
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
拙
稿
①
）。
指

摘
し
た
い
こ
と
は
、
そ
の
7
一
一
二
四
〜
五
が
一
一
二
二
〜
三
と
関
わ
り
、
次

の
よ
う
な
波
紋
型
対
応
構
成
を
と
る
こ
と
で
あ
る
（
対
応
す
る
語
句
を
傍
線
・

波
線
・
傍
点
で
示
す
）。

鳥
を
詠
む

山
の
際
に
渡
る
あ
き
さ
の
行
き
て
居ゐ

む．
そ
の
川
の
瀬
に

、
、
、
、

波
立
つ
な
ゆ
め

（
一
一
二
二
）

佐
保
川
の
清
き
川
原
に
鳴
く
千�

鳥�

か
は
づ
と
二
つ
忘
れ
か
ね
つ
も

（
一
一
二
三
）

→

佐
保
川
に
騒
け
る
千�

鳥�

さ
夜
更ふ

け
て
汝な

が
声
聞
け
ば
寐い

ね
か
て
な
く
に

（
一
一
二
四
）

故
郷
を
思
ふ

→

清
き
瀬
に
、
、

千
鳥
妻
呼
び
山
の
際
に
霞
立
つ
ら
む
．
．

神か
む

な
び
の
里
（
一
一
二
五
）

こ
の
対
応
は
、

一
一
二
二
　
山
・
川
　
　
あ
き
さ
（
水
禽
）

一
一
二
三
　
川
　
　
　
　
千
鳥
　
（
水
禽
）

→

一
一
二
四
　
川
　
　
　
　
千
鳥
　
（
水
禽
）

→

一
一
二
五
　
川
・
山
　
　
千
鳥
　
（
水
禽
）

と
い
う
対
応
で
あ
る
と
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
如
上
の
四
首
対
応
は
、

「
鳥
を
詠
む
」
歌
三
首
十
「
故
郷
を
思
ふ
」
歌
一
首
の
形
態
に
留
意
す
れ
ば
、

編
纂
段
階
で
の
編
者
の
配
列
意
識
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
家
持
は
右
の

四
首
の
構
成
と
山
川
対
応
の
図
を
把
握
し
て
い
て
、
一
一
二
四
〜
五
番
歌
を
四

一
四
六
〜
七
の
詠
作
時
に
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

越
中
の
千
鳥
は
家
持
の
意
識
を
赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
九
二
五
番
歌
に
も
向
か

わ
せ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
赤
人
の
吉
野
讃
歌
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
掘
り
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下
げ
た
い
。

や
す
み
し
し
　
我わ

ご
大
君
の
　
高
知
ら
す
　
吉
野
の
宮
は
　
た
た
な
づ
く

青
垣
あ
を
か
き

隠ご
も

り
　
川
な
み
の
　
清
き
河
内
か
ふ
ち

ぞ
　
春
へ
は
　
花
咲
き
を
を
り
　
秋

さ
れ
ば
　
霧
立
ち
わ
た
る
　
そ
の
山
の
　
い
や
し
く
し
く
に
　
こ
の
川
の

絶
ゆ
る
こ
と
な
く
　
も
も
し
き
の
　
大
宮
人

お
ほ
み
や
ひ
と

は
　
常
に
通
は
む（

6
九
二
三
）

反
歌
二
首

み
吉
野
の
象き
さ

山
の
際ま

の
木こ

末ぬ
れ

に
は
こ
こ
だ
も
騒さ

わ

く
鳥
の
声
か
も
（
九
二
四
）

ぬ
ば
た
ま
の
夜よ

の
更ふ

け
ゆ
け
ば
久ひ
さ

木ぎ

生お

ふ
る
清
き
川
原
か
は
ら

に
千
鳥
し
ば
鳴
く

（
九
二
五
）

右
は
赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
第
一
長
反
歌
で
あ
る
。
家
持
の
四
一
四
六
番
歌
に

は
九
二
五
番
歌
が
投
影
し
て
い
る
。
が
、
九
二
三
、
九
二
四
も
看
過
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
右
の
三
首
は
山
水
を
第
一
基
準
と
し
て
の
詠
と
認
め
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
長
歌
に
は
「
た
た
な
づ
く
青
垣
」（
山
）
に
対
応
し
て
「
春
へ
は
花、

咲
き
を
を
り
」
と
詠
ま
れ
、
反
歌
二
首
に
は
長
歌
の
「
花
」
に
対
応
し
て
「
鳥
」

が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
九
二
三
〜
五
は

春
の
時
点
で
の
歌
と
捉
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
山
水
と
花
鳥
の
二
つ
の
視
点
に

よ
っ
て
清
く
美
し
く
織
り
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う（

3
）。

赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
第
一
長
反
歌
が
春
の
時
点
で
の
歌
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ
れ
は
春
の
時
点
で
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
歌
の
表
現
か
ら
知
ら
れ
る
第
二
長
反

歌
九
二
六
〜
七
と
一
体
を
成
す
と
考
え
ら
れ
、
第
二
長
反
歌
も
重
要
な
意
味
を

帯
び
て
く
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

や
す
み
し
し
　
我わ

ご
大
君
は
　
み
吉
野
の
　
秋あ
き

津づ

の
小を

野の

の
　
野
の
上
に

は
　
跡と

見み

据す

ゑ
置
き
て
　
み
山
に
は
　
射い

目め

立
て
渡
し
　
朝
狩
あ
さ
が
り

に
　
鹿し

猪し

踏ふ

み
起
こ
し
　
夕
狩
ゆ
ふ
が
り

に
　
鳥
踏
み
立
て
　
馬
並な

め
て
　
御
狩
み
か
り

ぞ
立
た
す
　

春
の
茂し
げ

野の

に
（
九
二
六
）

反
歌
一
首

あ
し
ひ
き
の
山
に
も
野
に
も
御み

狩
人
か
り
ひ
と

さ
つ
矢
手た

挟ば
さ

み
騒さ
わ

き
て
あ
り
み
ゆ

（
九
二
七
）

長
歌
に
は
狩
を
す
る
天
皇
が
、
反
歌
に
は
そ
の
狩
に
従
う
御
狩
人
が
詠
ま
れ

て
い
る（

4
）。

こ
う
し
て
赤
人
の
吉
野
讃
歌
九
二
三
〜
九
二
七
は
、
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
の

方
法
を
踏
ま
え
て
、
山
・
水
と
植
物
・
動
物
（
花
・
鳥
・
人
）
の
織
り
成
す
有

機
的
世
界
を
歌
っ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
懐
風
藻
』
所
収
の

中
臣
朝
臣
人
足
の
次
の
詩
（
訓
読
文
は
、
小
島
憲
之
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系

本
に
拠
る
）
は
、
本
稿
の
こ
の
見
方
を
支
持
す
る
。

五
言
。
吉
野
宮
に
遊
ぶ
。
二
首
。（
そ
の
う
ち
の
第
二
首
）

46
仁
山
鳳
閣
に
狎な

れ
、
智
水
龍
樓
啓
く
。
花
鳥
．
．

沈
翫
す
る
に
堪た

へ
ぬ
、
何い
づ

れ

の
人．
か
淹
留
え
ん
り
う

せ
ざ
ら
む
。

家
持
は
越
中
秀
吟
詠
作
時
に
、
九
二
五
番
歌
の
発
想
や
辞
句
を
意
識
し
た
だ

け
で
な
く
、
九
二
三
〜
九
二
七
の
山
水
と
植
物
・
動
物
（
花
・
鳥
・
人
）
の
視

点
に
よ
る
詠
法
を
強
く
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
吉
野
は
次
掲
の
中
臣
人
足
や
藤
原
宇
合
の
詩
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

桃
花
源
に
擬
せ
ら
れ
た
神
仙
の
地
で
あ
る
。

五
言
。
吉
野
宮
に
遊
ぶ
。
二
首
。（
そ
の
う
ち
の
第
一
首
）

45
惟こ

れ
山
に
し
て
且ま
た

惟
れ
水
、
能よ

く
智ち

に
し
て
亦ま
た

能
く
仁じ
ん

。
萬
代
埃

ば
ん
だ
い
ち
り

無
き
所

に
し
て
、
一
朝
柘

い
つ
て
う
つ
み

に
逢
ひ
し
民た
み

あ
り
。
風ふ
う

波は

轉
曲

い
よ
よ
し
ら
べに

入
り
、
魚
鳥
ぎ
ょ
て
う

共
に
倫と
も

を
成
す
。
此こ

れ
の
地
と
こ
ろ
は
即
ち
方
丈

は
う
ぢ
や
う
、
誰
か
説い

は
む
桃
源
の
賓ひ
ん

。

五
言
。
吉
野
川
に
遊
ぶ
。
一
首
。

92
芝し
け
い

蘭ら
ん
そ
ん

の
澤さ
は

、
松
柏
桂
椿

し
ょ
う
は
く
け
い
ち
ん
の
岑
。
野や

客か
く

初は
じ

め
て
薛へ
い

を
披
か
が
ふ
り
、
朝
隠
　

て
う
い
ん
し
ま
し
く
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簪し
ん

を
投
ぐ
。
筌せ
ん

を
忘
る
陸り
く

機き

が
海
、し
ゃ
く
を
飛
ば
す
張
衡

ち
ゃ
う
か
う
が
林
。
清
風
阮
嘯

せ
い
ふ
う
げ
ん
せ
う

に
入
り
、
流
水

琴
け
い
き
ん

に
韵ひ
び

く
。
天
高
く
し
て
槎さ

路ろ

遠
く
、
河
廻め
ぐ

り
て
桃
源

深
し
。
山
中
明
月

さ
ん
ち
ゅ
う
め
い
げ
つ

の
夜
、
自

お
の
づ
から

に
得
た
り
幽
居

い
う
き
ょ

の
心
。

家
持
が
赤
人
の
吉
野
讃
歌
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
発
想
と
表
現
を
踏
ま
え
て

越
中
秀
吟
を
詠
ん
だ
こ
と
に
は
、
仙
境
吉
野
の
神
仙
性
に
よ
っ
て
桃
源
郷
に
擬

し
た
越
中
の
神
仙
性
を
裏
打
ち
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

赤
人
の
吉
野
讃
歌
が
越
中
秀
吟
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
山
・
水
と
植
物
・
動

物
（
花
・
鳥
・
人
）
を
対
応
さ
せ
る
発
想
や
九
二
五
番
歌
の
表
現
に
と
ど
ま
ら

な
い
。

赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
反
歌
九
二
四
〜
五
に
は
、
山
禽
（「
鳥
」
具
体
名
不
詳
）

と
水
禽
（
千
鳥
）
の
対
応
が
あ
る
。
そ
し
て
、
山
禽
は
「
木
末
に
」
鳴
き
、

「
こ
こ
だ
も
騒
く
鳥
の
声
か
も
」
の
表
現
か
ら
複
数
と
知
ら
れ
る
。
対
し
て
、

水
禽
の
千
鳥
は
「
清
き
川
原
に
」
鳴
き
、
単
数
（
一
羽
）
と
察
せ
ら
れ
る
。
一

羽
と
見
る
の
は
、
九
二
五
の
「
千
鳥
し
ば
鳴
く
」
を
家
持
が
踏
ま
え
て

御み

園そ
の

生ふ

の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す

、
、
、
、

は
し
ば
鳴
き
に
し
を
雪
は
降
り
つ
つ

（
19
四
二
八
六
）

と
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
（
5
）
考
慮
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
、
赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
反
歌
九
二
四
〜
五
に
は
、

九
二
四
　
鳥
　
（
山
禽
）

複
数
　
　
木
末
　
　
　
　
こ
こ
だ
も
騒
く

九
二
五
　
千
鳥
（
水
禽
）

単
数
　
　
地
（
川
原
）

し
ば
鳴
く

と
い
う
対
応
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

家
持
は
、
鳥
の
種
類
と
性
質
・
単
複
・
鳴
く
場
所
・
鳴
く
様
子
に
つ
い
て
の

か
よ
う
な
対
応
を
十
分
に
考
慮
し
、
越
中
秀
吟
の
鳥
の
歌
を
次
の
よ
う
に
表
現

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
①
）。

四
一
四
一
　
鴫
　
　
一
羽
　
空
中
を
翻
び
翔
る
∧
題
詞
∨

地
上
（
田
）
で
羽
ば
た
き
し
て
鳴
く
∧
歌
∨

四
一
四
四
　
　
　
　
　
　
　
空
を
雲
隠
れ
に
飛
び
つ
つ
鳴
く

雁
　
　
複
数

四
一
四
五
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
の
上
空
を
飛
び
来
る

四
一
四
六

千
鳥
　
一
羽
　
地
上
（
川
原
）
を
歩
き
つ
つ
鳴
く

四
一
四
七

四
一
四
八

雉
　
　
複
数
　
山
野
に
は
ね
ま
わ
り
鳴
く

四
一
四
九

四
一
四
一
の
鴫
は
渡
り
鳥
で
あ
る
か
ら
複
数
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
一
羽
と
見
た
の
は
、
家
持
が
「
鴫
」
を
漢
詩
文
の
「
孤
鳥
」

と
重
ね
て
詠
ん
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

斎
藤
茂
吉
『
萬
葉
秀
歌
』
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
四
一
三
九
〜
四
一
四
〇
に

は
、『
文
選
』
所
収
の
曹
子
建
「
雑
詩
六
首
」
其
四
の
「
南
国
有
二
佳
人
一

容

華
若
二
桃
李
一
。」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
雑
詩

六
首
」
の
其
一
に
「
孤
鴈
飛
南
遊
　
過
レ
庭
長
哀
吟
」（
孤
鴈
飛
ん
で
南
に
遊ゆ

か
ん
と
し
、
庭
に
過よ
ぎ

り
て
長
く
哀
吟
す
）
と
あ
り
、
其
三
に
「
飛
鳥
繞
レ
樹
翔

鳴
索
レ
羣
」（
飛
鳥
は
樹
を
繞め
ぐ

り
て
翔か
け

り
、

と
し
て
鳴
い
て
羣
を

索も
と

む
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
家
持
は
、
四
一
三
九

〜
四
一
四
〇
の
場
合
と
同
様
に
、
曹
子
建
「
雑
詩
六
首
」
の
詩
句
を
下
地
と
し

て
四
一
四
一
の
鴫
を
詠
ん
だ
蓋
然
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
陶
淵
明
の
「
飲
酒
二
十
首
」
其
四
の
次
の
よ
う
な
詩
も
家
持
の
念
頭

に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

栖
栖
失
羣
鳥
　
　
栖
栖
せ
い
せ
い

た
り
　
群む
れ

を
失
う
し
な

え
る
鳥と
り

日
暮
猶
獨
飛
　
　
日ひ

暮く

れ
て
猶な

お
独ひ
と

り
飛と

ぶ
。

徘
徊
無
定
止
　
　
徘
徊
は
い
か
い

し
て
定て
い

止し

す
る
無な

く
、

夜
夜
聲
轉
悲
　
　
夜よ

夜よ

声こ
え

は
転う
た

た
悲か
な

し
。
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響
思
清
遠
　
　

響

れ
い
き
ょ
う

清
遠
せ
い
え
ん

を
思お
も

い
、

去
來
何
依
依
　
　
去
来
き
ょ
ら
い

何な
ん

ぞ
依い

依い

た
る
。

因
値
孤
生
松
　
　
孤
生
こ
せ
い

の
松ま
つ

に
値あ

え
る
に
因よ

り
、

斂
　
遙
來
歸
　
　つ
ば
さ

を
斂お
さ

め
て
遙は
る

か
に
来き

た
り
帰か
え

る
。

勁
風
無
榮
木
　
　
勁
風
け
い
ふ
う

に
栄
木

え
い
ぼ
く

無な

く
、

此
蔭
獨
不
哀
　
　
此こ

の
蔭か
げ

独ひ
と

り
衰
お
と
ろ

え
ず
。

託
身
已
得
所
　
　
身み

を
託た
く

す
る
に
已す
で

に
所
と
こ
ろ
を
得え

た
り
、

千
載
不
相
違
　
　
千
載
せ
ん
ざ
い

相
違

あ
い
た
が

わ
ざ
ら
ん
。

（
本
文
と
訓
読
文
は
、
松
枝
茂
夫
・
和
田
武
司
訳
注
『
陶
淵
明
全
集
』

上
、
一
九
九
〇
年
一
月
、
に
よ
る
）

見
て
き
た
よ
う
な
鳥
の
対
応
表
現
は
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
万
葉
集
中
に

赤
人
の
吉
野
讃
歌
と
家
持
の
越
中
秀
吟
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
も
赤
人

の
吉
野
讃
歌
が
越
中
秀
吟
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

三
　
「
山
部
宿

赤
人
が
歌
四
首
」
と

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
の
四
首
構
成
歌

前
掲
拙
稿
①
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
越
中
秀
吟
の
花
鳥
・
山
水
と
い
う
作
歌

と
配
列
の
視
点
は
、
越
中
秀
吟
の
最
後
の
四
一
五
〇
番
歌
を
接
点
と
し
て
上
巳

の
宴
歌
四
一
五
一
〜
三
に
次
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
（
6
）
。

第
一
視
点
　
　
第
二
視
点

四
一
五
〇
　
動
物
（
人
）

川

四
一
五
一
　
植
物
（
桜
）

山

→

四
一
五
二
　
植
物
（
椿
）

山

→

四
一
五
三
　
動
物
（
人
）

川

四
一
五
三
番
歌
は
下
二
句
に
「
今
日
ぞ
我
が
背せ

子こ

花
か
づ
ら
せ
な
」
と
あ
り
、

植
物
の
歌
と
も
取
れ
る
。
が
、「
花
か
づ
ら
」
は
花
を
編
ん
で
作
っ
た
髪
飾
り

で
、
人
工
的
な
も
の
で
あ
り
、
四
一
五
一
の
山
桜
や
四
一
五
二
の
山
椿
と
同
列

に
扱
え
な
い
こ
と
と
、
四
一
五
三
の
「
漢
人
も
筏
浮
か
べ
て
遊
ぶ
と
い
ふ
今
日

ぞ
」
と
四
一
五
〇
の
下
三
句
「
射
水
川
朝
漕
ぎ
し
つ
つ
唱
ふ
舟
人
」
と
が
対
応

し
て
い
る
こ
と
に
注
視
す
る
と
、
家
持
は
四
一
五
三
を
動
物
（
人
）
と
い
う
視

点
に
よ
っ
て
配
列
し
た
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
植
物
・
動
物
と
山
水
の
視

点
は
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
（
越
中
秀
吟
十
二
首
＋
上
巳
宴
歌
三
首
）
の
次
の

「
八
日
に
、
白
き
大
鷹
お
ほ
た
か

を
詠
む
歌
」（
四
一
五
四
〜
五
）
と
「
鵜う

を
潜か
づ

く
る
歌
」

（
四
一
五
六
〜
八
）
に
も
、

四
一
五
四
〜
五
　
動
物
（
鷹
）

山
野

四
一
五
六
〜
八
　
動
物
（
鵜
）

川

の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
越
中
秀
吟
の
四
一
三
九
〜
四
一

四
〇
と
同
様
、「
鷹
」
の
白、
と
「
衣
」
の
紅、
の
対
比
も
存
す
る
）。
こ
の
歌
群
に

つ
い
て
は
別
に
詳
論
す
る
こ
と
に
す
る
。

家
持
が
波
紋
型
対
応
構
成
を
意
図
し
て
越
中
秀
吟
の
四
一
五
〇
番
歌
に
上
巳

の
宴
歌
四
一
五
一
〜
三
の
三
首
を
合
わ
せ
る
際
に
、
次
の
よ
う
な
「
山
部
宿

赤
人
が
歌
四
首
」（
8
一
四
二
四
〜
七
）
の
波
紋
型
対
応
構
成
と
歌
の
表
現

（
傍
線
部
）
と
を
強
く
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
拙
稿
①
）。

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来こ

し
我
ぞ
野
を
な
つ
か
し
み
一
夜
寝
に
け
る

（
一
四
二
四
）

あ
し
ひ
き
の
山
桜
花
日け

並
べ
て
か
く
咲
き
た
ら
ば
い
た
く
恋
ひ
め
や
も

（
一
四
二
五
）

→
我
が
背
子
に
見
せ
む
と
思
ひ
し
梅
の
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
雪
の
降
れ
れ
ば

（
一
四
二
六
）

─245（86）─



→

明
日
よ
り
は
春
菜
摘
ま
む
と
標
め
し
野
に
昨
日
も
今
日
も
雪
は
降
り
つ
つ

（
一
四
二
七
）

家
持
が
右
の
四
首
を
念
頭
に
据
え
た
の
は
、
越
中
秀
吟
詠
作
の
折
に
赤
人
の

吉
野
讃
歌
を
踏
ま
え
た
こ
と
に
連
動
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
四
首
に

つ
い
て
、
前
掲
拙
稿
①
に
、「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
の
7
一
二
四
七
〜
五
〇

の
四
首
（
略
体
歌
）
及
び
10
二
三
一
二
〜
五
の
四
首
（
非
略
体
歌
）
の
表
現
を

踏
ま
え
て
の
作
と
考
え
ら
れ
」、
家
持
は
こ
の
こ
と
を
見
抜
い
て
お
り
、「
赤
人

の
歌
を
通
し
て
人
麻
呂
の
世
界
を
も
見
て
い
た
」
と
結
論
の
み
を
記
し
た
。
本

稿
本
節
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
し
た
い
。

考
察
対
象
の
人
麻
呂
歌
集
歌
は
次
の
と
お
り
。

Ⅰ
大
汝
少
御
神

お
ほ
な
む
ち
す
く
な
み
か
み
の
作
ら
し
し
妹
背
の
山
を
見
ら
く
し
よ
し
も
（
7
一
二
四
七
）

我
妹
子

わ
ぎ
も
こ

と
見
つ
つ
し
の
は
む
沖
つ
藻も

の
花
咲
き
た
ら
ば
我
に
告
げ
こ
そ

（
一
二
四
八
）

君
が
た
め

、
、
、
、

浮
沼
う
き
ぬ

の
池
の
菱ひ
し

摘
む
と
我
が
染そ

め
し、
袖そ
で

濡
れ
に
け
る
か
も

（
一
二
四
九
）

妹
が
た
め

、
、
、
、

菅
の
実
摘
み
に
行
き
し
我
山
道
に
惑
ひ
こ
の
日
暮
ら
し
つ

（
一
二
五
〇
）

右
の
四
首
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
。

Ⅱ
我
が
袖
に
霰
あ
ら
れ

た
走ば

し

る
巻
き
隠
し
消
た
ず
て
あ
ら
む
妹
が
見
む
た
め

（
10
二
三
一
二
）

あ
し
ひ
き
の
山
か
も
高
き
巻
向
ま
き
む
く

の
崖き
し

の
小
松
こ
ま
つ

に
み
雪
降
り
く
る（

二
三
一
三
）

巻
向
の
檜
原
ひ
は
ら

も
い
ま
だ
雲く
も

居ゐ

ね
ば
小
松
が
末う
れ

ゆ
沫
雪
あ
わ
ゆ
き

流
る
（
二
三
一
四
）

あ
し
ひ
き
の
山
道
も
知
ら
ず
白
橿
し
ら
か
し

の
枝
も
と
を
を
に
雪
の
降
れ
れ
ば
或
い
は

「
枝
も
た
わ
わ
に
」
と
い
ふ
（
二
三
一
五
）

右
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
。
た
だ
し
、
件
く
だ
り
の
一
首
は
、

或
本
に
は
「
三み

方か
た

沙の
さ

弥み

が
作
」
と
い
ふ
。

共
通
ま
た
は
類
似
す
る
表
現
に
は
傍
線
を
、
関
連
す
る
語
に
は
傍
点
を
付
し

た
。「
山
部
宿

赤
人
が
歌
四
首
」
の
第
一
首
一
四
二
四
番
歌
の
語
句
と
発
想

は
Ⅰ
の
第
四
首
一
二
五
〇
の
そ
れ
と
密
接
に
か
か
わ
る
。
赤
人
は
、
一
二
五
〇

を
踏
ま
え
て
一
四
二
四
の
歌
を
成
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
一
四
二

四
の
「
春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
」
の
表
現
に
は
「
妹
が
た
め
」（
一
二
五

〇
）
と
い
う
目
的
意
識
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
赤
人
の
第
二
首
一

四
二
五
の
初
句
か
ら
第
二
句
に
か
け
て
の
「
あ
し
ひ
き
の
山
桜
花
」
の
表
現
が

Ⅱ
の
第
二
首
二
三
一
三
と
二
三
一
五
の
初
句
か
ら
第
二
句
に
か
け
て
存
す
る
。

ま
た
一
四
二
五
の
第
四
句
に
「
か
く
咲
き
た
ら
ば
」
と
あ
り
、
Ⅰ
の
第
二
首
一

二
四
八
の
第
四
句
に
も
「
花
咲
き
た
ら
ば
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
偶
合
で
は
な
く
、

赤
人
が
一
二
四
八
の
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
一
四
二
五
を
詠
み
成
し
た
こ
と
を

語
り
告
げ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
人
の
第
三
首
一
四
二
六
の
結
句
「
雪
の
降
れ
れ

ば
」
は
、
Ⅱ
の
第
四
首
二
三
一
五
の
結
句
に
存
す
る
。
し
か
も
、
一
首
の
発
想

と
結
構
も
、

梅
の
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
…
…
…
雪
の
降
れ
れ
ば
（
一
四
二
六
）

あ
し
ひ
き
の
山
道
も
知
ら
ず
…
…
雪
の
降
れ
れ
ば
（
二
三
一
五
）

の
よ
う
に
、
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
赤
人
の
第
四
首
一
四
二
七
の
上
三
句
「
明あ

日す

よ
り
は
春
菜
摘
ま
む
と

、
、
、
、

標し

め
し、
野
に
」
は
、
Ⅰ
の
第
三
首
一
二
四
九
の
「
菱

摘
む
と
我
が
染
め
し、
袖
」
と
か
か
わ
る
。
と
す
る
と
、
一
四
二
七
の
「
春
菜
摘

ま
む
と
」
に
は
、
一
四
二
四
に
「
妹
が
た
め
」（
一
二
五
〇
）
の
目
的
意
識
が

込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
君
が
た
め
」（
一
二
四
九
）
と
い
う
目
的
意
識
が

込
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
と
、
一
四
二
五
が
踏
ま
え
た
一
二
四

八
に
「
我
妹
子
と
見
つ
つ
し
の
は
む
」
と
あ
る
こ
と
は
、
一
四
二
四
〜
五
が
男
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性
の
立
場
に
た
つ
歌
で
、
一
四
二
六
〜
七
が
女
性
の
立
場
に
た
つ
詠
で
あ
る
と

す
る
見
方
（
古
典
集
成
）
を
保
証
す
る
。

ま
た
、
7
一
二
四
七
〜
一
二
五
〇
の
四
首
に
つ
い
て
、
渡
瀬
昌
忠
氏
「
人
麻

呂
歌
集
略
体
歌
の
四
首
構
成
」（『
古
典
の
変
容
と
新
生
』
所
収
、
昭
和
五
十
九

年
∧
一
九
八
四
∨
十
一
月
）
に
、
次
の
よ
う
な
「
山
と
水
と
に
よ
る
波
紋
型
の

対
応
」
構
成
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
貴
重
で
あ
る
。

①
大
穴
道
少
御
神
の
作
ら
し
し
妹
勢
能
山
を
見
ら
く
し
よ
し
も
（
？
）

②
吾
妹
子

．
．
．

と
見
つ
つ
偲
は
む
沖
つ
藻
の
花
咲
き
た
ら
ば
我○

に
告

げ
こ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
）

③
君○

が
た
め
浮
沼
の
池
の
菱
摘
む
と
我○

が
染
め
し
袖
濡
れ
に
け

、
、
、
、

る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、
、

（
女
）

④
妹．
が
た
め
菅
の
実
摘
み
に
行
く
吾○

は
山
路
に
惑
ひ
こ
の
日
暮

、
、
、
、

ら
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、
、

（
男
）

赤
人
は
右
四
首
の
波
紋
型
対
応
構
成
に
学
び
、
一
四
二
四
〜
七
を
内
側
一
四
二

五
と
一
四
二
六
（
山
）、
外
側
一
四
二
四
と
一
四
二
七
（
野
）
が
そ
れ
ぞ
れ
対

応
す
る
波
紋
型
対
応
構
成
の
四
首
に
仕
立
て
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
山
部
赤
人
は
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
の
7
一
二
四
七
〜

一
二
五
〇
、
10
二
三
一
二
〜
五
を
念
頭
に
据
え
、
そ
の
中
の
歌
詠
を
踏
ま
え
、

7
一
二
四
七
〜
一
二
五
〇
の
波
紋
型
対
応
構
成
に
倣
っ
て
、「
山
部
宿

赤
人

が
歌
四
首
」（
8
一
四
二
四
〜
七
）
を
詠
み
成
し
た
と
言
え
よ
う
。

伊
藤
博
氏
『
萬
葉
集
釋
注
』
四
に
、
当
面
の
赤
人
歌
四
首
の
波
紋
型
対
応
構

造
が
、「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
四
首
」（
4
四
九
六
〜
九
）
に
見
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
麻
呂
も
赤
人
も
宮
廷
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
二
人
に
ま
っ
た
く
同
様
な

短
歌
群
四
首
が
存
す
る
の
は
、
人
び
と
の
集
う
と
こ
ろ
で
か
よ
う
な
風
雅

の
作
を
公
表
す
る
の
が
宮
廷
歌
人
の
一
つ
の
務
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

る
。
公
的
な
宮
廷
讃
歌
や
宮
廷
挽
歌
を
「
表
芸
」
と
称
す
る
な
ら
、
み
や

び
て
物
語
的
な
こ
の
種
の
作
品
は
「
裏
芸
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
万
葉

時
代
の
宮
廷
歌
人
と
い
わ
れ
る
人
び
と
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
一
様
に
、

こ
の
「
表
芸
」
と
「
裏
芸
」
と
に
専
念
し
た
の
で
あ
る
。
当
面
の
四
首
は
、

人
麻
呂
を
継
ぐ
宮
廷
歌
人
赤
人
の
本
質
を
知
る
上
で
、
重
い
意
義
を
に
な

う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察
は
伊
藤
氏
の
こ
の
見
解
を
保
証
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
赤
人
の
四
首
が
発
想
・
表
現
の
面
で
柿
本

朝
臣
人
麻
呂
歌
集
の
四
首
構
成
歌
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
突

き
と
め
た
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
家
持
は
こ
の
こ
と
を
心
得
て
い
て
、
四
一
五
〇
に
四
一
五
一
〜
三

を
合
わ
せ
る
際
に
赤
人
の
四
首
の
構
成
と
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
た
も
の
と
察

せ
ら
れ
る
。

四
　
木
の
花
・
草
の
花

巻
十
九
巻
頭
歌
群
の
形
成
へ
の
「
山
部
宿

赤
人
が
歌
四
首
」
の
影
響
は
前

節
に
述
べ
た
事
柄
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
う
。
拙
稿
「
大
伴
家
持
の
越
中
秀
吟
」

に
指
摘
し
た
が
、
越
中
秀
吟
の
植
物
の
歌
は
、

四
一
三
九
　
桃
花
―
│
│
│
木
の
花
　
木
に
咲
く

四
一
四
〇
　
李
花
―
│
│
│
木
の
花
　
地
に
散
る

若
葉
（
題
）

四
一
四
二
　
柳
　
―
│
│
│
木
　
　
　
　
　
　
攀
ぢ
ら
れ
る

新
芽
（
歌
）

攀
ぢ
折
ら
れ
る
（
題
）

四
一
四
三
　
堅
香
子
草
花
―
草
の
花
　
地
に
咲
く
（
歌
）

の
よ
う
に
、
木
の
花
と
草
の
花
と
の
区
別
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
え
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る
。
こ
の
木
の
花
・
草
の
花
の
観
点
に
よ
る
詠
法
が
す
で
に
「
山
部
宿

赤
人

が
歌
四
首
」
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

赤
人
の
四
首
の
内
側
二
首
は
「
あ
し
ひ
き
の
山、
桜
花
」（
一
四
二
五
）
と

「
梅
の
花
」（
一
四
二
六
）
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、「
梅
の
花
」
は
、

山、
の
梅
花
と
見
ら
れ
る
。
桜
も
梅
も
木
の
花
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
外
側
の

二
首
は
野、
の
「
す
み
れ
」（
一
四
二
四
）
と
野、
の
「
春
菜
」（
一
四
二
七
）
と
の

対
応
と
言
え
る
（
7
）
。「
春
菜
」
は
集
中
五
例
（
8
一
四
二
一
、
一
四
二
七
、
一
四

四
二
、
10
一
九
一
九
、
17
三
九
六
九
）。
こ
の
う
ち
の
10
一
九
一
九
が
小
題

「
草
に
寄
す
」
の
も
と
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
「
春
菜
」
は

草
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
赤
人
の
四
首
の
場
合

「
春
菜
」（
一
四
二
七
）
が
「
す
み
れ
」（
一
四
二
四
）
に
対
応
す
る
こ
と
に
留

意
す
る
な
ら
ば
、「
春
菜
」
は
実
際
は
食
用
に
す
る
草
の
称
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
花
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
8
）
。
今
、
ア
ブ
ラ
ナ
の
花
を
主

と
し
、
カ
ブ
・
コ
マ
ツ
ナ
・
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
花
も
菜
の
花
と
称
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
さ
よ
う
な
具
体
的
な
花
を
さ
す
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
四
二

七
の
「
春
菜
」
は
そ
の
花
（
菜
の
花
の
類
）
を
意
識
し
て
の
語
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
見
方
に
と
っ
て
、
巻
十
七
の
家
持
と
池
主
の
贈
答
に
お
い
て
、

家
持
が
赤
人
の
一
四
二
七
を
踏
ま
え
て
「
娘
子
を
と
め

ら
が
春
菜
摘
ま
す
と
」（
三
九

六
九
）
と
詠
ん
だ
の
を
承
け
て
、
池
主
が
赤
人
の
一
四
二
四
を
踏
ま
え
「
春
の

野
に
す
み
れ
を
摘
む
と
」（
三
九
七
三
）
と
、「
春
菜
」
を
「
す
み
れ
」
と
具
体

化
し
て
詠
ん
だ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
四
首
の
外
側
の
「
す
み
れ
」（
一
四
二
四
）
と
「
春
菜
」（
一
四

二
七
）
を
野
の
花、
と
捉
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
赤
人
の
四
首
は
次
の
よ
う
な
対
応
を
も
っ
て
緊
密
に
結

ば
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

一
四
二
四
　
す
み
れ
　
野
の
花
　
草
の
花

一
四
二
五
　
山
桜
花
　
山
の
花
　
木
の
花

→

一
四
二
六
　
梅
の
花
　
山
の
花
　
木
の
花

→

一
四
二
七
　
春
菜
　
　
野
の
花
　
草
の
花

家
持
が
越
中
秀
吟
最
後
の
四
一
五
〇
に
上
巳
の
宴
歌
四
一
五
一
〜
三
を
合
わ

せ
る
際
に
も
、
赤
人
の
一
四
二
五
と
一
四
二
六
の
右
の
よ
う
な
対
応
を
意
識
し

て
、
四
一
五
一
の
「
あ
し
ひ
き
の
峰
の
上
の
桜
」（
山
の
花
、
木
の
花
）
と
四

一
五
二
の
「
奥
山
の
八
つ
峰
の
椿
」（
山
の
花
、
木
の
花
）
を
対
応
さ
せ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
赤
人
歌
四
首
の
対
応
に
つ
い
て
付
言
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
花
の
色
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
四
二
五
の
「
山
桜
花
」
は
、
集
中
に
次
の

よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

a
あ
し
ひ
き
の
山
の
間
照
ら
す
桜
花
こ
の
春
雨
に
散
り
ゆ
か
む
か
も

（
10
一
八
六
四
）

b
見
わ
た
せ
ば
春
日
か
す
が

の
野の

辺へ

に
霞
立
ち
咲
き
に
ほ
へ
る
は
桜
花
か
も

（
10
一
八
七
二
）

ま
た
、『
懐
風
藻
』
所
収
の
近
江
守
う
ね

女め
の

朝
臣
あ
そ
み

比ひ

良ら

夫ふ

の
「
五
言
。
春
日
宴
に

侍じ

す
、
應
詔
。
一
首
。」（
42
番
詩
）
に
は
、「
葉
緑
園
柳
月
　
花
紅、
山
櫻
春
」

（
葉
は
緑
な
り
園
柳
の
月
、
花
は
紅
く
れ
な
ゐな

り
山
櫻
の
春
）
の
詩
句
が
見
え
る
。
以

上
の
二
つ
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
赤
人
の
一
四
二
五
の
「
山
桜
花
」
は
紅
の

花
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
応
す
る
一
四
二
六
の
「
梅

の
花
」
は
「
そ
れ
と
も
見
え
ず
雪
の
降
れ
れ
ば
」
と
雪
に
ま
が
う
こ
と
が
歌
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
白
梅
と
推
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
山
桜
花
」
と
「
梅

の
花
」
の
対
応
に
は
、
紅
と
白
の
花
の
色
の
対
応
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
す

る
と
、
一
四
二
四
の
「
す
み
れ
」
と
一
四
二
七
の
「
春
菜
」
の
対
応
に
も
、
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「
春
菜
」
の
実
態
が
つ
か
め
な
い
の
で
具
体
的
に
指
摘
し
が
た
い
け
れ
ど
も
、

花
の
色
の
対
比
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
山
桜
花
」
の
紅
と
「
梅
の

花
」
の
白
と
い
う
花
の
色
の
対
比
の
手
法
は
、
越
中
秀
吟
の
「
桃
の
花
」（
四

一
三
九
）
の
紅
と
「
李
の
花
」（
四
一
四
〇
）
の
白
の
対
比
に
継
承
さ
れ
て
い

る
。巻

十
九
巻
頭
歌
群
に
見
え
る
木
の
花
・
草
の
花
の
詠
歌
と
配
列
の
視
点
は
、

「
山
部
宿

赤
人
が
歌
四
首
」
の
そ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

が
、
同
様
の
視
点
に
よ
る
他
の
歌
群
も
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
巻
十
の
「
夏
雑
歌
」
部
の
「
花
を
詠
む
」
歌
群
（
一
九
六
六
〜
一
九

七
五
）
と
「
夏
相
聞
」
部
の
「
花
に
寄
す
」
歌
群
（
一
九
八
七
〜
一
九
九
三
）

で
あ
る
。

前
者
の
十
首
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
氏
『
萬
葉
集
釈
注
』
五
に
「
橘
を
詠
む
歌

を
筆
頭
に
五
首
ず
つ
二
つ
に
分
か
れ
る
。
二
つ
の
資
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
橘
を
先

立
て
な
が
ら
今
見
る
よ
う
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。」
と
述
べ
て
い

る
。
が
、
こ
の
十
首
は
、
木
の
花
・
草
の
花
、
散
る
花
・
咲
く
花
の
視
点（

9
）

に

よ
る
配
列
法
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
、
一
九
六
六
〜
七
、
一
九
六
八
〜
一
九

七
〇
、
一
九
七
一
〜
二
、
一
九
七
三
〜
四
、
一
九
七
五
の
五
群
か
ら
成
る
と
見

ら
れ
る
。

一
九
六
六
　
花
橘
　
　
　
　
　
木
の
花
　
散
る
花

一
九
六
七
　
花
橘
　
　
　
　
　
木
の
花
　
咲
く
花

一
九
六
八
　
花
橘
　
　
　
　
　
木
の
花
　
散
る
花

一
九
六
九
　
花
橘
　
　
　
　
　
木
の
花
　
散
る
花

一
九
七
〇
　
な
で
し
こ
　
　
　
草
の
花
　
咲
く
花

一
九
七
一
　
花
橘
　
　
　
　
　
木
の
花
　
散
る
花

一
九
七
二
　
な
で
し
こ
　
　
　
草
の
花
　
咲
く
花

一
九
七
三
　
楝
　
　
　
　
　
　
木
の
花
　
咲
く
花

一
九
七
四
　
藤
　
　
　
　
　
　
木
の
花
　
散
る
花

一
九
七
五
　
花
橘
・
卯
の
花
　
木
の
花
　
咲
く
花

最
後
の
一
九
七
五
は

時
な
ら
ず
玉
を
ぞ
貫
け
る
卯
の
花
の
五
月
を
待
た
ば
久
し
く
あ
る
べ
み

と
い
う
。「
花
橘
」
の
語
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
歌
は
、
こ
の
歌
群
の
冒
頭

の
「
か
ぐ
は
し
き
花
橘
、
、

を
玉
に
貫
き
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
一
九
六
七
と
響
き
合

う
よ
う
に
最
後
に
置
か
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
、
上
二
句
は
花
橘
の
薬
玉
を
作
っ

た
、
の
意
と
見
ら
れ
る
。
一
九
六
七
と
の
響
き
合
い
を
意
図
し
て
一
九
七
五
を

最
後
に
置
い
た
の
で
、
一
九
七
三
〜
四
・
一
九
七
五
は
一
九
六
六
〜
一
九
七
二

と
は
異
な
り
、
楝
・
藤
↓
花
橘
、
咲
く
花
・
散
る
花
↓
咲
く
花
と
い
う
順
に
な

っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

次
に
、
10
一
九
八
七
〜
一
九
九
三
の
七
首
の
群
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
七
首

に
つ
い
て
、『
釋
注
』
に
は
橘
を
筆
頭
と
す
る
二
つ
の
資
料
（
前
半
三
首
と
後

半
四
首
）
に
よ
っ
て
成
る
と
見
て
い
る
。
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、

こ
の
群
に
も
次
の
よ
う
に
木
の
花
・
草
の
花
の
視
点
に
よ
る
配
列
法
が
存
す
る

こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

一
九
八
七
　
花
橘
　
　
　
木
の
花

一
九
八
八
　
卯
の
花
　
　
木
の
花

一
九
八
九
　
卯
の
花
　
　
木
の
花

一
九
九
〇
　
花
橘
　
　
　
木
の
花

一
九
九
一
　
藤
　
　
　
　
木
の
花

一
九
九
二
　
な
で
し
こ
　
草
の
花

一
九
九
三
　
紅
　
　
　
　
草
の
花

木
の
花
・
草
の
花
の
配
列
視
点
は
、
巻
八
に
も
存
す
る
。
そ
の
全
体
的
考
察



は
別
の
機
会
に
譲
り
、
今
は
、
上
述
の
10
一
九
六
八
〜
一
九
七
〇
と
一
九
七
一

〜
二
の
「
花
橘
（
木
の
花
）
の
歌
＋
な
で
し
こ
（
草
の
花
）
の
歌
」
と
同
じ
在

り
方
が
巻
八
「
夏
相
聞
」
部
の
一
五
〇
七
〜
一
五
一
〇
（
一
五
〇
七
〜
九
が

「
大
伴
家
持
、
橘
の
花
を
攀よ

ぢ
て
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
」、
一
五
一
〇
が
「
大

伴
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
」）
に
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

一
五
〇
七
　
花
橘
　
　
　
木
の
花
　
木
に
咲
く
花
、
地
に
散
る
花
、
攀
ぢ

て
手
折
っ
た
花

一
五
〇
八
　
花
橘
　
　
　
木
の
花
　
攀
ぢ
て
手
折
っ
た
花

一
五
〇
九
　
花
橘
　
　
　
木
の
花
　
地
に
散
る
花

一
五
一
〇
　
な
で
し
こ
　
草
の
花
　
地
に
散
る
花

以
上
の
考
察
か
ら
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
に
木
の
花
・
草
の
花
の
詠
歌
と
配
列

の
視
点
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
ま
た
、
家
持
が
「
山

部
宿

赤
人
が
歌
四
首
」
を
考
慮
し
た
だ
け
で
は
、
上
掲
越
中
秀
吟
の
植
物
の

歌
の
、
木
に
咲
く
、
地
に
散
る
、
地
に
咲
く
、
攀
ぢ
ら
れ
る
、
攀
ぢ
折
ら
れ
る

と
い
っ
た
花
の
様
の
対
応
は
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
家
持
は
、
赤

人
の
四
首
と
と
も
に
巻
八
の
自
作
一
五
〇
七
〜
一
五
一
〇
や
巻
十
の
一
九
六
六

〜
一
九
七
五
・
一
九
八
七
〜
一
九
九
三
な
ど
の
花
の
歌
の
在
り
方
を
十
分
に
考

慮
し
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
の
植
物
の
歌
を
結
実
さ
せ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
　
巻
十
九
巻
頭
歌
群
と
絵
画

前
掲
拙
稿
①
に
述
べ
た
よ
う
に
、
越
中
秀
吟
の
四
一
三
九
番
歌
に
は
正
倉
院

御
物
の
鳥
毛
立
女
屏
風
の
樹
下
美
人
図
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
万

葉
集
中
の
樹
下
の
人
を
詠
む
歌
（
1
九
、
4
五
九
三
、
6
一
〇
四
二
〜
三
、
11

二
三
五
三
、
二
四
八
九
、
18
四
〇
五
九
な
ど
）
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者

の
う
ち
、
18
四
〇
五
九
の
場
合
に
も
、
作
者
の
脳
裏
に
正
倉
院
の
「
桃
下
婦
女

遊
楽
図
」
な
ど
の
樹
下
人
物
図
の
発
想
や
構
図
が
あ
っ
た
可
能
性
に
も
触
れ
た
。

ま
た
、
6
一
〇
四
二
〜
三
の
「
松
下
集
飲
歌
」（
題
詞
を
略
し
て
こ
の
よ
う
に

呼
ぶ
）
に
つ
い
て
も
、「
松
下
」
と
い
う
宴
の
場
の
設
定
に
関
連
し
て
、
正
倉

院
御
物
の
桑
木
阮
咸
捍
撥

く
わ
き
の
げ
ん
か
ん
ば
ち
う
け

の
「
松
下
囲
碁
図
」
が
想
起
さ
れ
る
。
原
色
日
本
の

美
術
第
4
巻
『
正
倉
院
』（
一
九
六
八
年
十
二
月
）
に
、

阮
咸
げ
ん
か
ん

は
唐
代
に
そ
の
名
を
あ
ら
わ
し
た
絃
楽
器
で
、
晋
の
竹
林
七
賢
人

ち
く
り
ん
の
し
ち
け
ん
じ
ん
中

の
一
人
の
名
を
借
り
て
つ
け
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。（
中
略
）

こ
の
阮
咸
に
は
緑
　
表
黄
　
裏
の
袷
袋
が
存
し
、「
東
大
寺
納
雑
楽
阮

琴
袋
」
と
墨
書
し
て
あ
る
。
阮
咸
は
雑
楽
用
の
楽
器
で
ま
た
阮
琴
げ
ん
き
ん

と
も
称

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
記
す
（
引
用
は
一
九
九
四
年
四
月
の
改
訂
第
三
版
に
よ
る
。）
ま
た
、
そ
の

「
松
下
囲
碁
図
」
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
四
年
度
『
正
倉
院
展
目
録
』
に
は
、

周
囲
の
老
樹
・
奇
岩
は
樹
下
美
人
図
の
そ
れ
と
相
似
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
巻
八
・
一
五
九
四
番
歌
左
注
か
ら
琴
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

市
原
王
は
、
か
よ
う
な
琴
の
装
飾
画
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、「
松

下
集
飲
歌
」
の
場
の
設
定
に
は
、「
松
下
囲
碁
図
」
の
よ
う
な
絵
画
の
発
想
の

無
意
識
的
な
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

樹
下
人
物
図
に
は
、
正
倉
院
伝
来
の
「
密
陀
絵
盆

み
つ
だ
え
の
ぼ
ん

」（
第
二
号
、
第
十
号
）・

「
漆
金
銀
絵
仏
龕
扉

う
る
し
き
ん
ぎ
ん
の
え
の
ぶ
つ
が
ん
の
と
び
ら」（
厨ず

子し

の
扉
と
び
ら
）
の
樹
下
人
物
画
や
東
大
寺
戒
壇
院
厨
子
扉

絵
図
の
樹
下
人
物
画
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
大
寺
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
図

と
同
様
の
図
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
「
六
宗
厨
子
」
の
製
作
に
関
わ
る
「
充

厨
子
彩
色
帳
」
と
「
厨
子
絵
像
并
画
師
目
録
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
（
正
倉
院
文
書
天
平
勝
宝
四
年
閏
三
月
∧
大
日
本
古
文
書
十
二
∨
。
こ
の
こ
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と
、
日
本
の
美
術
第
二
〇
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
、
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。

こ
の
こ
と
と
、
樹
下
美
人
図
の
裏
貼
に
「
天
平
勝
宝
四
年
六
月
廿
六
日
」
と
あ

る
こ
と
を
勘
合
す
る
と
、
天
平
勝
宝
年
間
に
樹
下
人
物
の
図
が
人
々
に
親
し
ま

れ
流
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日

の
家
持
の
四
一
三
九
番
歌
に
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
好
尚
が
強
く
反
映
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

越
中
秀
吟
の
花
鳥
の
取
り
合
わ
せ
に
は
、
万
葉
集
の
先
行
作
品
の
花
鳥
の
配

合
の
み
な
ら
ず
、
花
鳥
図
や
花
鳥
の
文
様
な
ど
へ
の
家
持
の
関
心
が
下
地
と
し

て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
伝
来
の
器
物
調
度
に
は
、「
花
鳥
文
夾
纈
　
大

か
ち
ょ
う
も
ん
き
ょ
う
け
つ
あ
し
ぎ
ぬ
の
だ
い

幡
残
欠

ば
ん
ざ
ん
け
つ

」「
縹
地
は
な
だ
じ

唐
草
花
鳥
文
夾
纈
　
」
な
ど
、
花
鳥
文
が
施
さ
れ
た
も
の
が

多
い
。「
花
樹
孔
雀
文
刺
繍
」
は
孔
雀
と
草
花
・
花
樹
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ

る
。
大
伴
氏
な
ど
の
貴
族
の
家
に
も
、
か
よ
う
な
花
鳥
の
装
飾
図
の
あ
る
器
物

調
度
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
正
倉
院
御
物
の
「
紅こ
う

牙げ

撥
鏤
ば
ち
る
の

碁き

子し

」

「
紺こ
ん

牙げ

撥
鏤

ば
ち
る
の

碁き

子し

」（
い
ず
れ
も
染
象
牙
の
碁
石
）
や
「
密
陀
絵
盆
第
一
四
号
」

な
ど
に
見
ら
れ
る
花
喰
鳥
の
文
様
か
ら
連
想
し
た
表
現
を
持
つ
次
の
よ
う
な
歌

が
万
葉
集
に
存
す
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

春
霞
流
る
る
な
へ
に
青
柳
の
枝
喰
ひ
持
ち
て
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

（
10
一
八
二
一
）

注
意
し
た
い
こ
と
は
、
家
持
は
先
行
歌
の
花
鳥
の
配
合
や
花
鳥
図
を
考
慮
し

つ
つ
、
越
中
秀
吟
に
お
い
て
桃
李
と
鴫
、
柳
・
か
た
か
ご
の
花
と
雁
と
い
う
独

自
な
取
り
合
わ
せ
を
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
山
水
画
の
影
響
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
い
。

越
中
秀
吟
十
二
首
の
最
初
の
四
一
三
九
番
歌
に
は
樹
下
人
物
図
の
影
響
が
認

め
ら
れ
る
が
、
越
中
秀
吟
最
後
の
四
一
五
〇
番
歌
は
四
一
三
九
に
対
応
し
て
墨

絵
（
山
水
画
）
を
意
識
し
て
の
詠
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
拙
稿
）。
四
一
三
九

は
あ
で
や
か
な
色
を
表
出
し
て
濃
彩
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
一
五
一
〇
は

色
を
抑
制
し
て
水
墨
に
朝
の
光
の
淡
彩
を
添
え
た
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
意
し
た
い
こ
と
は
、
茂
吉
『
秀
歌
』
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
四
一
三
九
は
曹

子
建
の
詩
句
「
南
国
に
佳
人
あ
り
、
容
華
桃
李
の
若
し
」（『
文
選
』
巻
二
十

九
・
「
雑
詩
六
首
」
其
四
）
に
も
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
南
国
」

は
揚
子
江
一
帯
の
地
で
、
江
南
を
い
う
。
四
一
三
九
の
「

嬬
」
は
桃
源
郷
の

お
と
め
の
み
な
ら
ず
中
国
江
南
の
美
女
の
面
影
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

す
る
と
、
四
一
三
九
と
対
応
す
る
四
一
五
〇
の
歌
の
題
詞
に
、「
遙
か
に
、
江

を
泝
る
舟
人
の
唱
ふ
を
聞
く
歌
一
首
」
と
あ
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
帯
び
て

く
る
。
す
な
わ
ち
、
四
一
五
〇
に
も
、
桃
源
郷
の
光
景
と
と
も
に
中
国
江
南
の

景
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
方
に
と
っ
て
、
米
澤
嘉
圃

『
中
國
繪
畫
史
研
究
　
山
水
畫
論
』（「
山
水
畫
鳥
瞰
」。
昭
和
三
十
六
年
三
月
）

に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
山
水
画
の

第
二
期
（
稿
者
注
―
東
晉
∧
四
世
紀
∨
よ
り
初
唐
∧
七
世
紀
∨
）
は
文
字

ど
お
り
山
に
水
を
配
し
た
山
水
畫
の
出
現
し
た
時
代
で
あ
る
。
従
来
の
北

方
的
な
「
山
川
」
の
ほ
か
に
、
江
南
の
自
然
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

「
山
水
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
南
朝
の
文
人
畫
家

た
ち
が
山
水
畫
を
描
い
た
。
山
水
畫
の
故
郷
は
江
南
で
あ
り
、
道
家
的
思

想
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
後
略
）

ま
た
、
越
中
秀
吟
が
江
南
と
深
く
か
か
わ
る
と
見
る
こ
と
に
と
っ
て
、
考
古

学
の
立
場
か
ら
森
浩
一
氏
（『
古
代
史
の
窓
』
第
二
章
一
。
平
成
七
年
九
月
）

が
「
越こ
し

」
と
い
う
日
本
海
地
域
と
江
南
の
深
い
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

山
水
画
の
影
響
は
四
一
五
〇
番
歌
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
越
中

秀
吟
に
お
い
て
山
水
と
い
う
詠
作
と
配
列
の
視
点
を
も
つ
四
一
四
五
〜
四
一
五
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〇
に
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
家
持
の
館
を
高
楼
に
見
立
て
て
の
上
巳
の
宴
歌
四
一

五
一
〜
三
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
①
）。

四
一
四
五
の
山
上
を
飛
ぶ
雁
、
四
一
四
六
〜
七
の
川
原
の
千
鳥
、
四
一
四
八

〜
九
の
重
畳
す
る
八
つ
峰
の
高
さ
と
奥
深
さ
（
そ
れ
は
谷
の
深
さ
と
奥
行
き
で

も
あ
る
（
10
）
）、
四
一
四
九
の
明
け
方
の
仄
明
る
い
光
を
包
む
柔
ら
か
な
霞
と
い
っ

た
立
体
的
・
深
奥
的
自
然
の
風
物
を
映
し
出
す
表
現
世
界
は
、
ま
さ
に
山
水
画

の
世
界
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

四
一
四
六
〜
七
、
四
一
四
八
〜
九
、
そ
し
て
四
一
五
〇
へ
と
、
時
が
明
る
い

方
へ
移
ろ
う
に
つ
れ
て
、
山
水
画
的
墨
色
の
世
界
も
濃
か
ら
淡
へ
と
変
化
し
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
山
水
画
的
構
図
化
は
山
水
画
の
高
楼
に
見
立

て
た
家
持
の
館
で
の
上
巳
の
宴
の
さ
ま
を
伝
え
る
四
一
五
一
〜
三
番
歌
に
至
っ

て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
の
山
水
画
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
①
に
正
倉
院
御
物
の
「
麻ま

布ふ

山
水
図
」
や
平
城
京
跡
出
土
墨
書
木
簡
に
描
か
れ
た
「
楼
閣
山
水
図
」（
楼
閣

と
山
水
を
組
み
合
わ
せ
た
中
国
風
の
風
景
画
）
を
取
り
挙
げ
た
。
奈
良
時
代
の

山
水
画
に
は
こ
の
他
、
正
倉
院
御
物
の
「
楓
か
え
で

蘇す

芳お
う

染ぞ
め

螺ら

鈿
槽

で
ん
の
そ
う

琵び

琶わ

捍
撥
か
ん
ば
ち

」
に
描

か
れ
た
「
騎き

象ぞ
う

奏
楽
そ
う
が
く

図ず

」
や
「
東
大
寺
山
塊
さ
ん
か
い

四し

至し

図
」
な
ど
が
あ
り
、
御
物
に

は
山
水
を
描
写
す
る
器
物
調
度
も
数
多
く
存
す
る
。

「
騎
象
奏
楽
図
」
に
つ
い
て
、
日
本
の
美
術
No
二
〇
四
『
飛
鳥
・
奈
良
絵
画
』

に
は
、精

緻
で
複
雑
な
山
水
図
で
あ
る
。
は
る
か
水
平
線
の
か
な
た
か
ら
水
流
が

蛇
行
し
て
手
前
に
至
り
遠
景
に
は
雁
行
す
る
鳥
や
夕
日
、
遠
山
な
ど
が
無

限
の
遠
さ
と
広
が
り
を
示
す
。（
中
略
）
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
深
遠
な
奥
行

と
無
限
の
広
が
り
を
表
現
し
え
た
絵
画
は
唐
朝
絵
画
の
遺
品
や
奈
良
時
代

絵
画
の
中
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。（
後
略
）

と
い
い
、
中
国
伝
来
品
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
一
方
、

「
東
大
寺
山
塊
四
至
図
」
は
「
麻
布
山
水
図
」
と
と
も
に
日
本
製
で
あ
る
。
こ

の
図
に
つ
い
て
上
掲
『
飛
鳥
・
奈
良
絵
画
』
に
、

麻
布
三
幅
を
継
い
で
描
い
た
寺
域
図
で
、
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
勅

に
よ
っ
て
寺
域
を
定
め
た
時
作
成
さ
れ
た
。
地
図
と
は
い
え
特
定
の
実
景

を
描
い
た
風
景
画
の
最
初
の
作
例
で
あ
る
。
若
草
山
・
春
日
山
な
ど
奥
深

く
連
な
る
山
々
や
樹
林
を
抑
揚
あ
る
墨
線
と
簡
単
な
賦
彩
で
描
写
し
た
山

水
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
図
は
、「
麻
布
山
水
図
」
と
と
も
に
、「
日
本
の
画
家
達

が
中
国
盛
唐
期
の
精
緻
を
窮
め
て
完
成
さ
れ
た
山
水
表
現
に
学
び
つ
つ
日
本
の

実
景
、
自
然
景
に
合
っ
た
描
写
技
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」

（
上
掲
『
飛
鳥
・
奈
良
絵
画
』）
の
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
か
よ
う
な
図

が
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
の
勅
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
先
に
、
天
平
勝
宝
年
間
に
中
国
風
樹
下
人
物
の
構
図
が
流
行
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
が
、
こ
の
天
平
勝
宝
年
間
は
中
国
風
の
山
水
画
へ
の

関
心
と
受
容
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
家
持
が
巻

十
九
巻
頭
歌
群
の
形
成
に
山
水
画
の
構
図
を
考
慮
し
た
の
は
、
さ
よ
う
な
時
代

の
好
尚
も
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

万
葉
集
に
は
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
以
前
に
、
絵
画
と
か
か
わ
る
次
の
よ
う
な

歌
が
存
す
る
（「
花
喰
鳥
」
の
文
様
か
ら
連
想
し
た
表
現
を
も
つ
10
一
八
二
一

は
先
掲
）。

・
　
長
皇
子

な
が
の
み
こ

、
志
貴
し
き
の

皇み

子こ

と
佐さ

紀き

の
宮
に
し
て
と
も
に
宴
う
た
げ

す
る
歌

秋
さ
ら
ば
今
も
見
る
ご
と
妻つ
ま

恋ご

ひ
に
鹿か

鳴
か
む
山
ぞ
高
野
原

た
か
の
は
ら

の
上う
へ

（
1
八
四
）

右
の
一
首
は
長
皇
子
。

─238（93）─



仙
人
の
形

・
　
忍
壁

お
さ
か
べ
の
皇み

子こ

に
献
た
て
ま
つる
歌
一
首
を
詠
む

と
こ
し
へ
に
夏
冬
行
け
や
裘
　
扇

か
は
ご
ろ
も
あ
ふ
ぎ放

た
ぬ
山
に
住
む
人
（
9
一
六
八
二
）

前
者
は
宴
歌
で
あ
る
が
、「
秋
さ
ら
ば
今
も
見
る
ご
と
」
の
表
現
か
ら
、
鹿

の
鳴
く
絵
を
見
て
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
（
古
典
集
成
本
、
魚
文
庫
本
な
ど
）。

ま
た
、
後
者
は
、
題
詞
脚
注
に
「
仙
人
の
形
を
詠
む
」
と
あ
っ
て
、
仙
人
の
姿

を
描
い
た
絵
に
添
え
た
歌
と
覚
し
い
（
古
典
集
成
本
、
角
川
文
庫
本
な
ど
）。

か
よ
う
な
事
例
（
二
例
と
も
万
葉
第
二
期
の
例
）
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
巻
十
九

巻
頭
歌
群
は
、
万
葉
集
の
文
学
作
品
と
絵
画
と
の
豊
か
な
交
流
を
語
り
告
げ
る

き
わ
め
て
貴
重
な
作
品
群
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
節
の
最
後
に
絵
画
と
関
連
し
て
、
天
平
勝
宝
三
年
の
正
月
三
日
の
宴
歌

（
19
四
二
二
九
〜
四
二
三
七
。
家
持
も
出
席
）
の
中
に
、
雪
の
彫
刻
を
詠
ん
だ

次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
こ
と
を
言
い
添
え
る
。

時
に
、
雪
を
積
み
て
重
巌

ち
ょ
う
が
ん

の
起た

て
る
を
彫ゑ

り
成
し
、
奇た

巧く

み
に
草
樹
の

花
を
綵
い
ろ
ど
り
発い
だ

す
。
こ
れ
に
属つ

き
て
、
掾
久
米
朝
臣
広
縄

じ
ょ
う
く
め
の
あ
そ
み
ひ
ろ
つ
な

が
作
る
歌
一
首

な
で
し
こ
は
秋
咲
く
も
の
を
君
が
家
の
雪
の
巌
い
は
ほ
に
咲
け
り
け
る
か
も

（
19
四
二
三
一
）

六
　
巻
十
九
巻
頭
歌
群
と
作
者
の
視
点

上
述
の
花
鳥
山
水
の
視
点
や
絵
画
の
受
容
の
こ
と
と
関
わ
る
け
れ
ど
も
、
こ

の
節
で
は
作
歌
の
視
点
の
こ
と
に
つ
い
て
追
究
し
た
い
。
前
掲
拙
稿
①
に
お
い

て
、
越
中
秀
吟
の
個
々
の
歌
の
作
者
の
視
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

a
四
一
三
九
番
歌
―
家
持
の
視
点
は
、
春
の
苑
↓
下
照
る
道
↓

嬬
お
と
め

と
、
春

苑
全
体
（
遠
く
）
か
ら
部
分
（
近
く
）
へ
、
そ
し
て
上
（
桃
の
花
）
か
ら

そ
の
下
へ
と
移
動
し
、

嬬
お
と
め

の
幻
像
を
結
ぶ
。

b
四
一
四
〇
番
歌
―
作
者
の
視
点
は
、

嬬
お
と
め

の
幻
の
立
つ
桃
の
花
の
下
照
る

道
の
地
点
よ
り
さ
ら
に
近
く
に
移
動
し
て
い
る
。
上
下
の
視
点
も
四
一
三

九
番
歌
に
お
い
て
よ
り
も
さ
ら
に
下
に
移
動
し
、
視
線
は
地
に
注
が
れ
て

い
る
。

c
四
一
四
一
番
歌
―
家
持
が
鴫
を
見
た
の
は
、
四
一
三
九
〜
四
一
四
〇
番
歌

に
お
い
て
と
同
じ
く
、
国
守
館
の
内
か
ら
で
、
視
点
は
四
一
四
〇
番
歌
の

地
上
か
ら
上
空
へ
と
移
っ
て
い
る
（
題
）。
歌
で
は
ま
た
地
上
へ
移
る
。

d
四
一
四
二
番
歌
―
見
る
対
象
と
の
間
に
距
離
は
な
く
、
作
者
と
対
象
は
一

体
化
し
て
い
る
。

e
四
一
四
三
番
歌
―
視
線
を
下
げ
て
寺
井
の
ほ
と
り
の
堅
香
子
の
群
落
か
ら

一
本
の
堅
香
子
の
花
を
摘
み
と
り
、
見
つ
め
る
。
そ
の
後
も
視
線
を
下
げ

た
ま
ま
で
群
落
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
時
、
水
汲
み
の

嬬
ら
の
幻
が

立
ち
現
わ
れ
、
躍
動
す
る
。
地
に
視
線
を
据
え
て
い
る
の
は
、
四
一
四
〇

番
歌
と
共
通
す
る
。

f
四
一
四
四
〜
五
番
歌
―
四
一
四
三
で
は
作
者
は
視
線
を
下
げ
て
い
る
が
、

当
歌
で
は
視
線
を
上
げ
て
空
の
遠
く
を
見
据
え
て
い
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
家
持
は
越
中
秀
吟
の
歌
詠
を
、
遠
近
・
上
下
・
俯
瞰
の
視

点
を
巧
み
に
転
換
し
て
詠
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

右
に
見
る
よ
う
な
遠
近
・
上
下
・
俯
瞰
な
ど
の
作
者
の
視
点
の
転
換
は
、
越

中
秀
吟
後
半
の
四
一
四
六
〜
四
一
五
〇
や
そ
れ
に
続
く
上
巳
の
宴
歌
三
首
に
も

次
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
越
中
秀
吟
後
半
の

歌
詠
に
は
、
視
点
と
と
も
に
聴
点
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
）。

g
四
一
四
六
〜
七
番
歌
―
館
の
す
ぐ
下
の
川
原
で
鳴
く
千
鳥
の
声
を
捉
え
つ

つ
、
千
鳥
の
様
子
を
思
い
見
て
い
る
。
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h
四
一
四
八
〜
九
番
歌
―
八
つ
峰
に
鳴
く
雉
の
声
を
聞
き
つ
つ
、
作
者
の
視

線
は
そ
の
八
つ
峰
を
包
む
遠
霞
に
注
が
れ
て
い
る
。

i
四
一
五
〇
番
歌
―
し
だ
い
に
近
づ
き
、
そ
し
て
遠
ざ
か
り
ゆ
く
唱
声
を
聞

き
つ
つ
舟
人
の
様
子
を
思
い
見
て
い
る
。

j
四
一
五
一
〜
三
番
歌
―
宴
席
か
ら
奥
山
の
八
つ
峰
に
視
線
を
向
け
て
い

る
。

巻
十
九
巻
頭
歌
群
に
意
図
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
叙
上
の
視
点
は
、
万
葉
集

の
先
行
歌
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
取
り
上
げ
る
の
は
次
の
よ
う
な
3
二
五
七

〜
九
、
二
六
〇
の
歌
で
あ
る
。

鴨
君
足
人

か
も
の
き
み
た
り
と

が
香か

具ぐ

山や
ま

の
歌
一
首
并
せ
て
短
歌

天あ

降も

り
つ
く
天あ
め

の
香
具
山
　
霞
立
つ
春
に
至
れ
ば
　
松
風
に
池
波
立
ち
て

桜
花
木

さ
く
ら
ば
な
こ

の
暗
茂

く
れ
し
げ

に
　
沖お

き

辺へ

に
は
鴨
妻

か
も
つ
ま

呼よ

ば
ひ
　
辺へ

つ
辺へ

に
あ
ぢ
群
騒

む
ら
さ
わ

き
　

も
も
し
き
の
大
宮
人

お
ほ
み
や
ひ
と

の
　
退ま
か

り
出で

て
遊
ぶ
船
に
は
　
楫
棹
か
ぢ
さ
を

も
な
く
て
寂さ
ぶ

し

も
　
漕
ぐ
人
な
し
に
（
3
二
五
七
）

反
歌
二
首

人
漕
が
ず
あ
ら
く
も
し
る
し
潜か
づ

き
す
る
鴛を

鴦し

と
た
か
べ
と
船
の
上う
へ

に
住
む

（
二
五
八
）

い
つ
の
間ま

も
神か

む

さ
び
け
る
か
香か

具ぐ

山や
ま

の
桙
杉

ほ
こ
す
ぎ

の
本も

と

に
苔こ

け

生む

す
ま
で
に

（
二
五
九
）

或
本
の
歌
に
曰い

は
く

天あ

降も

り
つ
く
神か
み

の
香
具
山
　
う
ち
靡な
び

く
春
さ
り
来
れ
ば
　
桜
花
木こ

の
暗
茂
く
れ
し
げ

に
　
松
風
に
池
波
立
ち
　
辺へ

つ
辺へ

に
は
あ
ぢ
群
騒さ
わ

き
　
沖お
き

辺へ

に
は
鴨
妻
か
も
つ
ま

呼

ば
ひ
　
も
も
し
き
の
大
宮
人
の
　
退ま
か

り
出
て
漕
ぎ
け
る
船
は
　
棹
楫
さ
を
か
ぢ

も
な

く
て
寂さ
ぶ

し
も
　
漕
が
む
と
思
へ
ど
（
二
六
〇
）

右
は
、
今
案
か
む
が
ふ
る
に
、
寧な

楽ら

に
遷
都
し
た
る
後
に
、
旧
い
に
し
へを
怜
あ
は
れ
び
て

こ
の
歌
を
作
る
か
。

伊
藤
『
釋
注
』
に
は
、
二
五
七
に
つ
い
て
、

原
作
者
の
意
識
で
は
、「
天
の
香
具
山
」
で
香
具
山
一
帯
を
示
そ
う
と
し
、

「
桜
花
木
の
暗
茂
に
」
は
池
の
ほ
と
り
の
景
で
あ
る
ま
ま
に
、
そ
の
よ
う

に
う
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
の
位
置
を
中
心
に
し
て
、
遠
く
か
ら
近

く
へ
と
い
う
視
線
の
移
動
が
あ
る
よ
う
で
、
池
に
つ
い
て
の
描
写
も
、
こ

こ
で
は
「
沖
」
か
ら
「
辺
」
へ
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
楫
棹
も

な
い
船
が
現
実
に
岸
辺
に
あ
り
、
そ
れ
に
焦
点
を
絞
る
た
め
の
一
つ
の
工

夫
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
反
歌
二
首
に
つ
い
て
は
、

遠
く
か
ら
近
く
へ
の
視
線
の
移
動
を
見
せ
た
長
歌
に
対
し
、
反
歌
は
、

近
く
か
ら
遠
く
へ
の
視
線
を
布
置
し
つ
つ
構
図
を
整
え
て
い
る
わ
け
で
、

全
体
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た
工
夫
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

と
記
し
て
い
る
。

二
五
七
に
対
す
る
二
六
〇
の
歌
に
つ
い
て
、
吉
永
登
「
鴨
君
足
人
香
具
山
の

長
歌
に
つ
い
て
」（『
萬
葉
そ
の
異
傳
發
生
を
め
ぐ
っ
て
』
所
収
）
に
は
、「
眼

は
堤
か
ら
池
の
水
際
即
ち
邊
つ
べ

、
、
、

へ
、
邊
つ
べ

、
、
、

か
ら
更
に
沖
邊
、
、

へ
と
移
つ
て
行

き
、
更
に
進
ん
で
乗
り
捨
て
ら
れ
た
對
岸
の
船
へ
と
、
實
に
な
め
ら
か
な
滞
り

の
な
い
視
線
の
動
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。『
釋
注
』
に
も
、

或
本
の
歌
に
お
い
て
「
沖
辺
」
と
「
辺
つ
辺
」
と
の
順
序
を
逆
に
し
て
い

る
の
は
、
山
の
桜
花
か
ら
池
の
風
波
へ
、
辺
の
景
か
ら
沖
の
景
へ
、
つ
ま

り
山
（
遠
）
か
ら
池
（
近
）
へ
、
そ
し
て
自
分
の
い
る
そ
の
池
の
ほ
と
り

（
近
）
か
ら
池
の
か
な
た
（
遠
）
へ
と
視
線
を
移
す
図
を
考
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
或
本
の
歌
に
お
け
る
船
は
沖
の
か
な
た
に
た
ゆ
と

う
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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と
記
し
て
い
る
。
以
上
の
見
解
は
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
二
五
七
〜
九
・

二
六
〇
に
は
、
作
歌
上
の
視
点
の
遠
近
法
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
山
か

ら
池
へ
、
池
か
ら
山
へ
と
い
う
視
線
の
動
き
か
ら
、
視
点
の
上
下
の
動
き
も
存

す
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
取
り
挙
げ
る
の
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
次
の
歌
で
あ
る
。

溺お
ぼ
ほれ
死
に
し
出
雲
娘
子

い
づ
も
の
を
と
め

を
吉
野
に
火
葬
や
き
は
ぶ

る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が

作
る
歌
二
首

山
の
際ま

ゆ
出
雲
の
子
ら
は
霧．
な
れ
や
吉
野
の
山
の
嶺
に
た
な
び
く

（
3
四
二
九
）

八や

雲く
も

さ
す
出
雲
の
子
ら
が
黒
髪
．
．

は
吉
野
の
川
の
沖
に
な
づ
さ
ふ（

3
四
三
〇
）

二
首
は
、
山
（
四
二
九
）
に
川
（
四
三
〇
）
が
対
応
し
て
組
を
成
す
。
第
一

首
で
は
山
の
嶺
を
仰
ぎ
、
第
二
首
で
は
視
線
を
落
と
し
て
川
を
見
つ
め
る
。
二

首
に
は
視
点
の
上
下
の
動
き
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
首
の
「
吉
野
の
川

の
沖
に
な
づ
さ
ふ
」
は
、
近
く
か
ら
遠
く
へ
と
い
う
遠
近
の
視
点
に
よ
る
表
現

と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
首
に
は
、
第
一
首
の
「
霧
」
の
白
と
第
二
首
の

「
黒
髪
」
の
「
黒
」
と
い
う
悲
嘆
の
色
の
対
比
も
あ
ろ
う
。

山
川
と
と
も
に
視
点
の
上
下
の
動
き
が
見
ら
れ
る
歌
に
は
、
他
に
柿
本
朝
臣

人
麻
呂
歌
集
の
7
一
〇
八
七
〜
八
と
13
三
三
〇
九
が
あ
る
。
前
者
は
次
の
よ
う

に
歌
わ
れ
て
い
る
。

雲
を
詠
む

穴
師
川

あ
な
し
が
は

川
波
立
ち
ぬ
巻
向
ま
き
む
く

の
弓ゆ

月つ
き

が
岳た
け

に
雲く
も

居ゐ

立
て
る
ら
し（

7
一
〇
八
七
）

あ
し
ひ
き
の
山
川
や
ま
が
は

の
瀬
の
鳴
る
な
へ
に
弓
月
が
岳
に
雲
立
ち
わ
た
る

（
一
〇
八
八
）

右
の
二
首
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
。

古
典
集
成
に
説
く
よ
う
に
、
第
一
首
は
、「
一
陣
の
風
が
吹
き
わ
た
っ
て
山

雨
ま
さ
に
至
ら
ん
と
す
る
さ
ま
を
、
川
波
を
見
つ
め
つ
つ
詠
ん
だ
歌
」
で
、
第

二
首
は
、「
目
を
山
頂
に
転
じ
、
川
を
耳
で
と
ら
え
、
躍
動
す
る
自
然
の
力
を

讃
え
た
歌
」
で
あ
る
。
二
首
に
は
視
点
の
上
下
法
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

後
者
の
13
三
三
〇
九
は
、

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
集
の
歌

物
思
は
ず
道
行
く
行
く
も
　
青
山
を
振
り
放
け
見
れ
ば
　

、
、
、
、
、
、
、

つ
つ
じ
花
に
ほ

え
娘
子
を
と
め

桜
花

さ
く
ら
ば
な
栄
え
娘
子
を
と
め

汝な
れ

を
ぞ
も
我わ
れ

に
寄
す
と
い
ふ
　
我
を
ぞ
も
汝

に
寄
す
と
い
ふ
　
汝な

は
い
か
に
思
ふ
や

思
へ
こ
そ
年
の
八や

年と
せ

を
　
切
り
髪
の
よ
ち
子
を
過
ぎ
　
橘
た
ち
ば
なの
ほ
つ
枝え

を
す

ぐ
り
　
こ
の
川
の
下、
に
も
長
く
　
汝
が
心
待
て

と
い
う
詠
。
前
半
が
男
の
歌
で
、
後
半
が
そ
れ
に
応
じ
る
女
の
歌
。
傍
線
と
傍

点
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
に
も
、
山
川
の
対
比
と
か
か
わ
り
つ
つ
視
点
の

上
下
の
動
き
が
看
て
と
れ
る
。

家
持
の
歌
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

大
伴
宿
　
家
持
、
時
じ
き
藤
の
花
、
并あ
は

せ
て
萩
の
黄
葉
も
み
ち

の
二
つ
の
物
を

攀よ

ぢ
て
、
坂
上
大
嬢

さ
か
の
う
へ
の
お
ほ
い
ら
つ
め
に
贈
る
歌
二
首

我
が
や
ど
の
時
じ
き
藤
の
め
づ
ら
し
く
今
も
見
て
し
か
妹い
も

が
笑ゑ

ま
ひ
を

（
8
一
六
二
七
）

我
が
や
ど
の
萩
の
下し
た

葉ば

は
秋
風
も
い
ま
だ
吹
か
ね
ば
か
く
ぞ
も
み
て
る

（
一
六
二
八
）

右
の
二
首
は
、
天
平
十
二
年
庚
辰

か
の
え
た
つ

の
夏
の
六
月
に
往
来
す
。

第
一
首
で
は
季
節
は
ず
れ
に
咲
い
た
藤
の
花
を
仰
ぎ
、
第
二
首
で
は
視
線
を

─235（96）─



下
げ
て
、
萩
を
、
し
か
も
そ
の
下
葉
を
見
つ
め
て
い
る
。
こ
の
二
首
に
も
、
上

下
の
視
点
の
動
き
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

家
持
は
如
上
の
先
行
歌
（
就
中
、
人
麻
呂
歌
や
人
麻
呂
歌
集
歌
）
と
絵
画
の

遠
近
・
上
下
・
俯
瞰
の
視
点
に
よ
る
描
写
の
方
法
（
11
）
を
巻
十
九
巻
頭
歌
群
を
織
り

成
す
際
に
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
先
行
歌
よ
り
も
い
っ
そ
う

細
や
か
な
視
線
の
動
き
を
も
っ
た
作
品
世
界
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

七
　
作
歌
と
作
者
の
心
身
の
動
き
・
状
況

作
歌
の
視
点
と
深
く
か
か
わ
る
の
が
、
作
者
の
心
身
の
動
き
と
状
況
で
あ
る
。

じ
っ
と
し
て
い
て
視
線
を
移
動
さ
せ
る
場
合
と
、
身
体
の
動
き
に
伴
っ
て
視
線

を
動
か
す
場
合
が
あ
る
。
そ
の
点
に
留
意
し
て
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
を
捉
え
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

三
月
一
日

四
一
三
九

四
一
四
〇
　
国
守
館
の
内
に
居
て
外
を
眺な

が

め
見
て
の
歌

四
一
四
一

三
月
二
日

四
一
四
二

四
一
四
三

国
守
館
の
外
に
出い

で
て
の
詠

四
一
四
四

四
一
四
五

四
一
四
六

四
一
四
七

四
一
四
八
　
国
守
館
の
内
に
居
て
外
に
思
い
を
及
ぼ
し
て
の
歌

四
一
四
九

四
一
五
〇

三
月
二
日

四
一
五
一

四
一
五
二
　
国
守
館
の
内
に
居
て
外
を
眺
め
て
の
歌

四
一
五
三

右
の
よ
う
な
観
点
に
よ
る
歌
々
は
、
さ
ら
に
仔
細
に
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

次
第
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
一
三
九
　
国
守
館
の
内
に
居
て
外
（
苑
）
を
眺

め
て
の
歌

四
一
四
〇

四
一
四
一
（
題
）

国
守
館
の
内
に
居
て
外
（
上
空
）
を
見
て
の
記
述

四
一
四
一
（
歌
）

夜
更
け
に
、
床
に
眠
れ
ず
に
い
て
外
に
思
い
を
及
ぼ

し
て
い
る

四
一
四
二
　
国
守
館
の
苑
に
出
で
立
っ
て
の
詠

四
一
四
三
　
国
守
館
の
苑
か
ら
国
守
館
に
隣
接
す
る
寺
の
井
ま
で
歩
を
移

し
て
の
詠

四
一
四
四
　
寺
（
寺
井
）
か
ら
国
守
館
に
も
ど
る
途
中
で
の
詠

四
一
四
五

四
一
四
六
　
夜
更
け
に
床
に
寝
覚
め
て
い
て
外
に
思
い
を
及
ぼ
し
て
の
歌

四
一
四
七

四
一
四
八
　
暁
に
床
か
ら
起
き
立
ち
薄
明
か
り
の
外
の
景
を
眺
め
や
っ
て

四
一
四
九
　
の
歌

四
一
五
〇
　
朝
床
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
外
に
思
い
を
馳
せ
て
の
歌

四
一
五
一
　

四
一
五
二
　
国
守
館
の
宴
の
間ま

か
ら
奥
山
の
八
つ
峰
を
眺
め
や
っ
て
の
歌
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四
一
五
三

以
上
の
よ
う
に
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
は
家
持
の
心
身
の
動
き
と
状
況
に
即
し

て
、
ま
た
は
そ
の
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

屋
内
に
居
て
外
に
思
い
を
及
ぼ
す
歌
と
屋
外
に
出い

で
て
の
詠
と
が
一
つ
の
歌

群
に
同
居
す
る
例
は
、
こ
れ
以
前
に
は
、
家
持
の
8
一
五
六
六
〜
九
に
見
ら
れ

る
。

大
伴
家
持
が
秋
の
歌
四
首

ひ
さ
か
た
の
雨あ
ま

間ま

も
置
か
ず
雲
隠

く
も
が
く

り
鳴
き
ぞ
行
く
な
る
早わ

稲さ

田だ

雁か
り

が
ね

（
一
五
六
六
）

雲
隠
く
も
が
く

り
鳴
く
な
る
雁
の
行
き
て
居ゐ

む
秋
田
の
穂ほ

立た
ち

繁し
げ

く
し
思
ほ
ゆ

（
一
五
六
七
）

雨
隠
あ
ま
ご
も

り
心
い
ぶ
せ
み
出
で
見
れ
ば
春
日
か
す
が

の
山
は
色
づ
き
に
け
り（

一
五
六
八
）

雨
晴
れ
て
清
く
照
り
た
る
こ
の
月つ
く

夜よ

ま
た
さ
ら
に
し
て
雲
な
た
な
び
き

（
一
五
六
九
）

右
の
四
首
は
、
天
平
八
年
丙
子
ひ
の
え
ね

の
秋
の
九
月
に
作
る
。

第
一
首
と
第
二
首
は
、
屋
内
に
居
て
外
（
上
空
）
を
見
や
っ
て
の
歌
で
、
第

三
首
は
外
に
出
で
立
っ
て
の
詠
で
あ
る
。
第
四
首
は
、
判
断
が
む
つ
か
し
い
け

れ
ど
も
、
結
句
に
「
雲
な
た
な
び
き
」
の
表
現
を
も
つ
次
の
よ
う
な
歌
を
参
看

す
る
と
、
第
三
首
と
同
じ
く
、
外
に
出
で
立
っ
て
の
詠
と
見
る
の
が
自
然
で
あ

る
。

妹
が
あ
た
り
我
は
袖
振
ら
む
木こ

の
間ま

よ
り
出い

で
来
る
月
に
雲
な
た
な
び
き

（
7
一
〇
八
五
）

遠
き
妹
が
振
り
放
け
見
つ
つ
偲
ふ
ら
む
こ
の
月
の
面お
も

に
雲
な
た
な
び
き

（
11
二
四
六
〇
）

我
が
背
子
が
振
り
放
け
見
つ
つ
嘆
く
ら
む
清
き
月つ
く

夜よ

に
雲
な
た
な
び
き

（
11
二
六
六
九
）

こ
う
し
て
、「
秋
の
歌
四
首
」
は
、
屋
内
に
居
て
外
に
思
い
を
馳
せ
る
歌
二

首
と
外
に
出
で
立
っ
て
の
詠
二
首
と
か
ら
成
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、

こ
の
四
首
は
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
に
直
結
す
る
歌
群
と
言
え
る
。
四
首
は
、
一

五
六
六
と
一
五
六
七
が
「
聞
く
」
歌
（
雲
隠
り
鳴
く
雁
）、
一
五
六
八
と
一
五

六
九
が
「
見
る
」
歌
（
も
み
ち
、
月
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も

巻
十
九
巻
頭
歌
群
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
一
九
九
三
年
∧
平
成

五
∨
年
度
美
夫
君
志
会
全
国
大
会
に
お
け
る
「
大
伴
家
持
が
秋
の
歌
四
首
」
と

題
す
る
稿
者
の
口
頭
発
表
。
前
掲
拙
稿
「
大
伴
家
持
の
越
中
秀
吟
」）。
さ
ら
に
、

こ
の
四
首
に
家
持
は
坂
上
大
嬢
へ
の
恋
情
を
込
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
上

掲
の
口
頭
発
表
）。
こ
の
点
も
越
中
秀
吟
と
共
通
す
る
。

巻
十
九
巻
頭
歌
群
の
、
屋
内
に
居
て
外
に
思
い
を
及
ぼ
す
歌
と
屋
外
に
出
で

て
の
詠
か
ら
一
群
が
成
る
と
い
う
在
り
方
は
、
巻
十
九
の
四
二
八
五
〜
八
、
四

二
八
九
〜
四
二
九
二
の
形
成
に
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
天
平

勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
正
月
十
一
日
・
十
二
日
の
四
二
八
五
〜
八
に
注
視
し

た
い
。

十
一
日
に
、
大
雪
落ふ

り
積つ

み
て
、
尺
に
二
寸
有
り
。
よ
り
て
拙
懐
せ
つ
か
い

を
述

ぶ
る
歌
三
首

大
宮
の
内う
ち

に
も
外と

に
も
め
づ
ら
し
く
降
れ
る
大
雪
な
踏ふ

み
そ
ね
惜を

し

（
四
二
八
五
）

御み

園そ
の

生ふ

の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
鳴
き
に
し
を
雪
は
降
り
つ
つ

（
四
二
八
六
）

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
し
垣
内
か
き
つ

に
に
ほ
へ
り
し
梅
こ
の
雪
に
う
つ
ろ
ふ
ら
む
か

（
四
二
八
七
）
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十
二
日
に
、
内う

裏ち

に
侍
さ
も
ら
ひ
て
、
千ち

鳥ど
り

の
喧な

く
を
聞
き
て
作
る
歌
一
首

川か
は

洲す

に
も
雪
は
降
れ
れ
し
宮
の
内
に
千
鳥
鳴
く
ら
し
居ゐ

む
所
な
み

（
四
二
八
八
）

右
の
四
首
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
博
氏
の
貴
重
な
考
察
が
あ
る
（
前
掲
「
大
伴

家
持
の
手
法
」）。
伊
藤
氏
は
表
現
の
検
討
を
通
し
て
、
四
二
八
五
を
大
宮
の

「
内
の
大
雪
を
通
し
て
外
に
も
思
い
を
寄
せ
た
歌
」、
四
二
八
六
と
四
二
八
七
を

「
外
の
雪
を
通
し
て
内
の
景
を
思
う
歌
」、
そ
し
て
四
二
八
八
を
「
内
に
居
て
外

に
も
思
い
を
馳
せ
」
た
歌
と
捉
え
て
い
る
。
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。
大
宮

の
内
（
内
域
）
と
外
で
あ
っ
て
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
の
国
守
館
の
内
（
屋
内
）

と
外
（
屋
外
）
と
状
況
は
等
し
く
な
い
け
れ
ど
も
、
内
と
外
と
い
う
捉
え
方
は

共
通
し
て
お
り
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
の
詠
作
視
点
が
四
二
八
五
〜
八
の
形
成
に

大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
家
持
は
四
二
八
六
を
詠

み
成
す
際
に
、
越
中
秀
吟
の
、「
四
一
四
六
〜
四
一
四
七
に
思
い
を
馳
せ
、
そ

の
歌
を
詠
み
成
す
際
に
心
に
置
い
た
山
部
赤
人
の
『
ぬ
ば
た
ま
の
夜よ

の
更ふ

け
ゆ

け
ば
久ひ
さ

木ぎ

生お

ふ
る
清
き
川
原
か
は
ら

に
千
鳥
し
ば
鳴
く
』（
6
九
二
五
）
の
『
し
ば
鳴

く
』
を
四
二
八
六
に
用
い
て
『
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
鳴
き
に
し
を
』
と
詠
ん
だ
」

も
の
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
拙
稿
②
）。
ま
た
、
四
二
八
八
番
歌
で
は
、
同
じ
く

四
一
四
六
〜
七
番
歌
の
題
詞
「
夜
裏
聞
二
千
鳥
喧
一
歌
二
首
」
と
四
一
四
六
の

「
川
瀬
尋と

め
心
も
し
の
に
鳴
く
千
鳥
か
も
」
を
意
識
し
て
、「
十
二
日
侍
二
於
内

裏
一
聞
二
千
鳥
喧
一
作
歌
一
首
」
と
題
し
、
川
洲
に
降
り
立
て
ず
に
宮
の
内
で
鳴

く
千
鳥
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
上
掲
拙
稿
②
）。

巻
十
九
巻
頭
歌
群
の
、
内
と
外
と
い
う
詠
作
視
点
は
、
四
二
八
九
と
絶
唱
三

首
（
四
二
九
〇
〜
二
）
に
も
見
ら
れ
る
。

二
月
の
十
九
日
に
、
左
大
臣
橘
家
の
宴
う
た
げ
に
し
て
、
攀よ

ぢ
折
れ
る
柳
の
条え
だ

を
見
る
歌
一
首

青
柳
あ
を
や
ぎ

の
ほ
つ
枝え

攀よ

ぢ
取
り
か
づ
ら
く
は
君
が
や
ど
に
し
千ち

年と
せ

寿ほ

く
と
ぞ

（
四
二
八
九
）

二
十
三
日
に
、
興
に
依
り
て
作
る
歌
二
首

春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
悲が
な

し
こ
の
夕
影
ゆ
ふ
か
げ

に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

（
四
二
九
〇
）

我わ

が
や
ど
の
斎い

小さ

竹さ

群む
ら

竹た
け

吹
く
風
の
音
の
か
そ
け
き
こ
の
夕
ゆ
ふ
へ

か
も

（
四
二
九
一
）

二
十
五
日
に
作
る
歌
一
首

う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春は
る

日ひ

に
ひ
ば
り
上あ

が
り
心
悲か
な

し
も
一
人
し
思
へ
ば

（
四
二
九
二
）

春
日
遅ち

々ち

に
し
て
、

正
に
啼な

く
。
悽
惆

せ
い
ち
う

の
意
、
歌
に
あ
ら
ず
し

て
は
撥は
ら

ひ
か
た
き
の
み
。
よ
り
て
、
こ
の
歌
を
作
り
、
も
ち
て
締て
い

緒し
ょ

を
展の

ぶ
。（
後
略
）

四
二
八
九
番
歌
は
、
題
詞
に
「
橘
家
の
宴
に
し
て
攀
ぢ
折
れ
る
柳
の
条え
だ

を
見

る
」
と
あ
る
こ
と
と
歌
詠
の
表
現
と
か
ら
、
屋
内
（
橘
家
の
宴
の
間
）
で
の
詠

と
見
ら
れ
る
。
次
の
四
二
九
〇
〜
四
二
九
一
番
歌
は
、
そ
の
表
現
か
ら
、
大
伴

の
家
の
内
に
居
て
外
（
四
二
九
〇
で
は
遠
景
の
野
の
霞
、
四
二
九
一
で
は
近
景

の
苑
の
竹
）
を
見
つ
つ
、
動
物
∧
鳥
∨
の
声
（
四
二
九
〇
）
や
植
物
∧
竹
∨
の

た
て
る
音
（
四
二
九
一
）
を
聞
く
歌
で
あ
る
。
最
後
の
四
二
九
二
番
歌
は
歌
の

表
現
か
ら
屋
外
に
出
で
て
の
詠
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
、

四
二
八
九
が
屋
内
で
の
歌
、
四
二
九
〇
と
四
二
九
一
が
屋
内
に
居
て
屋
外
へ
思

い
を
寄
せ
た
歌
、
そ
し
て
四
二
九
二
が
屋
外
に
出
て
の
詠
で
あ
る
と
言
え
る
。

四
二
八
九
の
題
詞
と
歌
詠
の
表
現
は
、
越
中
秀
吟
の
四
一
四
二
の
題
詞
と
歌

詠
の
表
現
や
四
一
四
三
の
題
詞
の
表
現
と
響
き
合
い
、
四
二
九
〇
〜
四
二
九
一

は
四
一
四
八
〜
九
を
、
四
二
九
二
は
「
春
の
日
に
」（
春
の
日
の
光
の
な
か
に
、
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の
意
）
で
歌
い
起
こ
す
望
郷
歌
四
一
四
二
を
念
頭
に
据
え
て
の
詠
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
（
前
掲
拙
稿
②
）
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
四
二
八
九
〜
四
二
九
二
は
四

二
八
六
〜
四
二
八
八
と
同
様
、
巻
十
九
巻
頭
歌
群
を
強
く
意
識
し
て
の
詠
作
と

捉
え
ら
れ
る
。

八
　
越
中
秀
吟
と
『
遊
仙
窟
』

前
節
の
事
柄
と
も
か
か
わ
る
が
、
越
中
秀
吟
に
は
家
持
の
表
現
意
識
と
し
て

の
「
南
と
北
へ
の
意
識
」
が
あ
る
こ
と
を
前
稿
①
に
指
摘
し
、

四
一
三
九
〜
四
一
四
〇
番
歌
が
詩
経
の
「
南
国
有
二
佳
人
一、
容
華
若
二
桃

李
一
」
の
よ
う
に
南
国
的
色
彩
に
彩
ら
れ
る
の
に
対
し
、
四
一
四
一
は
北

を
意
識
す
る

歌
で
、
こ
の
「
南
と
北
へ
の
意
識
の
交
差
は
、
越
中
秀
吟
の
四
一
四
四
〜
五
に

も
見
ら
れ
」、
そ
の
二
首
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
中
に
南
と
北
へ
の
意
識
が
交
差

す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
表
現
意
識
と
し
て
の
こ
の
方
角
意
識
は
漢
詩
文
の

そ
れ
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
を
持
つ
に
至
っ

た
。
ま
ず
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
、
越
中
秀
吟
と
『
遊
仙
窟
』、

大
伴
家
持
と
『
遊
仙
窟
』
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
い
と
思
う
。

南
と
北
へ
の
意
識
は
、
漢
詩
文
に
は
た
と
え
ば
『
玉
台
新
詠
集
』
巻
六
の
姚

翻
「
同
郭
侍
郎
　
桑
一
首
」
に
、「
雁
還
高
柳
北

春
歸
洛
水
南
」（
雁
は
還
る

高
柳
の
北
、
春
は
帰
る
洛
水
の
南
）
の
詩
句
が
見
え
、『
芸
文
類
聚
』
巻
九
十

一
「
鳥
部
」
中
の
「
鴈
」
の
項
に
所
収
さ
れ
て
い
る
周

信
「
詠
鴈
詩
」
に
、

南
思
洞
庭
水

北
想
鴈
門
關

稲
梁
倶
可
戀

飛
去
復
飛
還

と
あ
る
（
巻
六
十
三
の
武
帝
「
登
二
北
顧
樓
一
詩
」
に
お
け
る
例
は
上
掲
∧
注

11
∨
）。
ま
た
、『
懐
風
藻
』
所
収
の
藤
原
宇
合
う
ま
か
ひ

の
「
五
言
。
不
遇
を
悲
し
ぶ
。

一
首
。」
に
、「
南
冠
勞
楚
奏
　
北
節
　
胡
塵
」
の
詩
句
が
見
え
る
。

以
上
、
詩
に
お
け
る
例
の
ほ
ん
の
一
端
を
見
た
だ
け
で
あ
る
が
、
越
中
秀
吟

に
見
る
南
と
北
へ
の
意
識
と
そ
の
交
差
は
、
詩
の
発
想
と
表
現
に
学
ん
だ
可
能

性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
万
葉
集
中
に
は
、
は
や
く
、
柿
本
人
麻

呂
の
名
歌
、

東
野
炎
立
所
レ
見
而
反
見
為
者
月
西
渡
（
1
四
八
）

に
、
東
と
西
へ
の
方
角
意
識
が
見
ら
れ
、
む
ろ
ん
家
持
は
そ
の
こ
と
も
熟
知
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
右
四
八
番
歌
も
、
そ
の
方
角
意
識
に
よ
る
表

現
は
、
た
と
え
ば
『
詩
経
』
の
「

風
・
東
山
」
に
「
我
東
曰
帰
　
我
心
西
悲
」

の
詩
句
が
あ
り
、
漢
詩
文
の
発
想
と
表
現
に
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。次

に
、
越
中
秀
吟
と
『
遊
仙
窟
』
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

前
掲
拙
稿
①
で
指
摘
し
た
こ
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

1
四
一
三
九
の
「
桃
の
花
下
照
る
道
に
」
に
関
す
る
詩
句
が
『
遊
仙
窟
』
に

も
「
成
レ
蹊
竟
不
レ
言
」（
蹊け
い

を
成な

し
て
竟つ
ひ

に
言
は
ず
）
と
あ
る
。

2
四
一
三
九
の
原
文
「
春
苑、
」
と
四
一
四
〇
の
原
文
「
吾
園、
」
の
、「
苑
」

と
「
園
」
と
を
並
列
さ
せ
る
文
字
用
法
は
、『
遊
仙
窟
』
の
「
昔
時
過
二

小
苑、
一
今
朝
戯
二
後
園、
一
」
の
文
字
用
法
に
学
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
四
一
三
九
の
桃
下
の

嬬
お
と
め

に
対
応
さ
せ
て
四
一
四
二
の
題
詞
に
「
柳
黛
」

の
語
を
用
い
た
際
に
は
、『
遊
仙
窟
』
の
「
紅
顔
雜
二
緑
黛
一
」
の
表
現
が

念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

4
四
一
五
〇
題
詞
の
「
泝
レ
江
舟
人
」
と
同
様
の
詩
句
が
『
遊
仙
窟
』
に
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「
泝
ル二
輕
舟
ニ一
」
と
見
え
る
。

注
意
し
た
い
こ
と
は
、
越
中
秀
吟
に
影
を
落
と
す
『
遊
仙
窟
』
の
右
に
挙
げ

た
表
現
が
、
張
郎
の
恋
の
告
白
に
動
か
さ
れ
て
張
郎
の
前
に
姿
を
現
わ
し
た
仙

女
十
娘
を
美
し
く
描
く
場
面
の
詩
句
と
、
張
郎
と
十
娘
と
が
後
園
に
遊
ぶ
場
面

の
詩
句
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
場
面
を
見
て
み
よ
う
（
訓
読
文
は
、
八
木
沢
元
『
遊
仙
窟
全

講
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
に
拠
る
。
以
下
同
じ
）。

十
娘
じ
ふ
ぢ
ゃ
う詩

を
読
み
、
悚
息

し
ょ
う
そ
く

し
て
起た

つ
。
匣
中
よ
り
鏡
を
取
り
、
箱
裏
さ
う
り

よ
り
衣
こ
ろ
も

も
拈と

り
、

服
　
粧

げ
ん
ぷ
く
せ
い
し
や
う

、
階
に
当あ

た

り
て
履く

つ

を
正た

だ

す
。

僕ぼ
く

又
詩し

を
爲つ
く

つ
て
曰い
は

く
、

薫
香
四
面

く
ん
か
う
し
め
ん

に
合が
つ

し
、
光
色
両
邊
に
披ひ
ら

く
。

錦
障
劃
然

き
ん
し
や
う
く
わ
く
ぜ
んと
し
て
巻ま

き
、
羅ら

帷ゐ

半
な
か
ば
を
垂た

れ
て
欹か
か

げ
ぬ
。

紅
顔
緑
黛
を
雑
へ
、
處
と
こ
ろ

と
し
て
相
宜
あ
ひ
よ
ろ

し
か
ら
ざ
る
無
し
。

艶
色
粧
粉
を
浮
べ
、
含
香
口
脂
を
乱
す
。

鬢び
ん

は
�
鬢
の
鬢
を
成
す
に
非あ
ら

ざ
る
を
欺
あ
ざ
む

き
、

眉
は
蛾
眉
の
是
れ
眉
な
ら
ざ
る
を
咲
ふ
。（
後
略
）

家
持
は
こ
の
場
面
を
押
さ
え
、「
紅
顔
緑
黛
を
雑ま
じ

へ
」
の
詩
句
を
念
頭
に
据

え
て
、
四
一
三
九
で
妻
坂
上
大
嬢
の
姿
を
重
ね
て
紅
顔
の
「

嬬
」
を
詠
み
、

そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
四
一
四
二
で
、
坂
上
大
嬢
の
美
し
い
眉
を
連
想
さ
せ
る

「
柳
黛
」
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
天
平
勝
宝
二
年
四
月
九

日
の
家
持
作
「
霍
公
鳥
并
せ
て
藤
の
花
を
詠
む
一
首
」
の
、

桃
の
花
紅
色

く
れ
な
ゐ
い
ろに

　
に
ほ
ひ
た
る
面お
も

輪わ

の
う
ち
に
　
青
柳
あ
を
や
ぎ

の
細
き
眉ま
よ

根ね

を

笑ゑ

み
曲ま

が
り
朝
影
見
つ
つ
　
娘
子
を
と
め

ら
が
手
に
取
り
持
て
る
　
ま
そ
鏡
二
上
ふ
た
が
み

山や
ま

に
…
…
（
四
一
九
二
）

と
い
う
表
現
は
、
越
中
秀
吟
の
四
一
三
九
・
四
一
四
二
と
、
そ
の
表
現
の
下
地

と
な
っ
た
『
遊
仙
窟
』
の
上
掲
部
分
の
「
紅
顔
緑
黛
」
や
「
匣
中

か
う
ち
ゅ
う
よ
り
鏡
を
取

り
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。「
朝
影
見
つ
つ
」
と
あ
る
点

か
ら
、
四
一
九
二
の
お
と
め
の
様
子
に
は
、
越
中
秀
吟
最
後
の
四
一
五
〇
番
歌

に
詠
ま
れ
て
い
る
家
持
の
「
朝
床
」
の
横
の
床
で
目
覚
め
た
後
に
、
鏡
を
手
に

し
て
い
る
坂
上
大
嬢
の
様
子
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
越
中
秀
吟
に
影
を
落
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
、
張
郎
と
十
娘
が
美

し
い
花
園
に
遊
ぶ
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

其そ

の
時
園
内
に
は
、
新
菓
萬
株

し
ん
く
わ
ば
ん
し
ゅ

、
春
を
含
ん
で
緑
を
吐は

き
、
叢
花
四
も
に

照
り
、
紫
を
散
ら
し
紅
を
翻
す
。
右
に
激
す
る
鳴
泉
は
、
巖
を
疏と

ほ

し
磴

い
し
ば
しを

鑿う
が

つ
。
冬
と
無
く
夏
と
無
く
、
嬌
　
け
う
あ
う

は
錦き
ん

枝し

に
乱
れ
、
古
に
も
非あ
ら

ず
今
に

も
非あ
ら

ず
、
華
魴
く
わ
は
う

は
銀
沼
ぎ
ん
せ
う

に
躍
れ
り
。（
中
略
）
花
含つ
ぼ

み
華は
な

開
い
て
、
河か

陽や
う

の
一
縣
い
つ
け
ん

を
咲わ
ら

ふ
。
�
�
せ
い
せ
い

た
る
岸
柳
の
絲し

條で
う

は
、
武
昌
ぶ
し
や
う

を
拂は
ら

ひ
、
赫
赫
か
く
か
く

た
る

山
楊
の
箭
　
せ
ん
か
ん

は
、
董
澤
と
う
た
く

よ
り
も
稠し
げ

し
。

右
の
よ
う
に
、
天
下
の
名
勝
を
集
め
た
か
の
よ
う
な
庭
園
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
（
上
掲
『
遊
仙
窟
全
講
』）。
そ
し
て
、
こ
の
美
し
い
花
園
で
雅
会
が
開

か
れ
る
。

僕
乃
す
な
は
ち
花
を
詠
じ
て
曰い
は

く
、

風
吹
け
ば
樹
の
紫
遍

む
ら
さ
き
あ
ま
ねく
、
日
照
れ
ば
池
の
丹た
ん

満
て
り
。

若
爲
て
か
交
ゝヽ
暫
く
折
り
、
　
げ
て
掌
中
に
就
い
て
看
ん
、
と
。

十
娘
詠
じ
て
曰
く
、

水
に
映
じ
て
倶と
も

に
咲わ
ら

ふ
こ
と
を
知
り
、
蹊
を
成
し
て
竟
に
言
は
ず
。

即
今
自
在

そ
く
こ
ん
じ
ざ
い

な
る
無
く
、
高
下
渠

か
う
げ
き
み

が
攀
づ
る
に
任ま
か

せ
ん
、
と
。

下
官
か
く
わ
ん

即
ち
起た

つ
て
謝
し
て
曰
く
、
君
子
は
遊
言
い
う
げ
ん

を
出い
だ

さ
ず
、
娘
子
ぢ
や
う
し

の
恩
深

き
に
勝た

へ
ず
。
請
ふ
五
嫂
等
各
ゝヽ

ご
さ
う
ら
お
の
お
の

一
篇
を
製
せ
ん
、
と
。

下
官
詠
じ
て
曰
く
、
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昔
時
小
苑
に
過よ
ぎ

り
、
今
朝
後
園
に
戯
た
は
む
る
。

両
歳
梅
花
遍

り
や
う
さ
い
ば
い
く
わ
あ
ま
ねく

、
三
春
柳
色
繁

さ
ん
し
ゅ
ん
り
う
し
ょ
く
し
げし

。

水
明
ら
か
に
し
て
魚
影
浄

ぎ
ょ
え
い
き
よ

く
、
林
翠
み
ど
り
に
し
て
鳥て
う

歌
喧
か
か
ま
び
すし
。

何
ぞ
杏
樹

き
や
う
じ
ゅ

の
嶺み
ね

を
須も
ち

ひ
ん
、
即
ち
是こ

れ
桃
花
源
な
り
、
と
。

十
娘
詠
じ
て
曰
く
、

梅
溪
道
士
命

ば
い
け
い
だ
う
し
め
い

じ
、
桃
�
神
仙
佇

た
う
か
ん
し
ん
せ
ん
た
た
ず

む
。

舊
魚
大
劍

き
う
ぎ
ょ
た
い
け
ん

を
成
し
、
新
亀
小
錢
に
類
す
。

水
のほ
と
り

に
は
唯
柳
を
見
、
池い

け

の
曲く

ま

に
は
且
蓮

ま
た
は
す

を
生

し
ゃ
う

ず
。

賞
心

し
や
う
し
ん
の
處
を
知
ら
ん
と
欲ほ
つ

せ
し
に
、
桃
花
眼
前
に
落
つ
、
と
。

五
嫂
詠
じ
て
曰い
は

く
、

極
目
芳
苑
に
遊
び
、
相
將
ゐ
て
花
林
に
對
す
。

霧
浄は

れ
て
山
光
出
で
、
池
鮮
あ
ざ
や
か
に
し
て
樹
影
沈
む
。

落
花
時
に
酒
に
浮う

か
び
、
歌
鳥
鳴
琴
を
惑ま
ど

は
す
。

是こ

の
時と

き

日ひ

將ま
さ

に
夕
な
ら
ん
と
す
、
樽た

る

を
携

た
づ
さ

へ
て
桂
陰

け
い
い
ん

に
就つ

か
ん
、
と
。

右
の
部
分
の
直
後
に
は
、「
當
時
樹
上
に
忽
た
ち
ま
ち
一
李り

子し

有
つ
て
、
下
官
の
懐

中
に
落
つ
」
と
、
李
が
登
場
し
、
さ
ら
に
「
其
の
時
園
中
に
忽
ち
一い
つ

雉ち

有
り
」

と
、
雉
が
登
場
す
る
。『
遊
仙
窟
』
の
花
園
の
場
面
に
登
場
す
る
植
物
（
桃
・

李
・
柳
な
ど
）
と
動
物
（
雉
）
は
、
越
中
秀
吟
の
歌
材
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

越
中
秀
吟
以
前
に
も
、『
遊
仙
窟
』
の
詩
句
を
踏
ま
え
て
詠
み
成
し
た
家
持

歌
が
あ
る
こ
と
が
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
巻

四
の
家
持
と
坂
上
大
嬢
の
相
聞
贈
答
歌
群
の
次
の
歌
で
あ
る
（
歌
詠
の
左
に
、

『
遊
仙
窟
』
の
詩
句
を
掲
げ
る
）。

a
夢い
め

の
逢あ

ひ
は
苦
し
く
あ
り
け
り
お
ど
ろ
き
て
掻か

き
探さ
ぐ

れ
ど
も
手
に
も
触
れ

ね
ば
（
4
七
四
一
）

夢
に
十
娘
を
見
る
。
驚
き
覚さ

め
て
之こ
れ

を
攬と

れ
ば
、
忽
然
と
し
て
手
を
空む
な

し

く
す
。（『
遊
仙
窟
』）

b
一ひ
と

重へ

の
み
妹
が
結
ば
む
帯
を
す
ら
三み

重へ

結
ぶ
べ
く
我
が
身
は
な
り
ぬ

（
七
四
二
）

日ひ

日び

に
衣
寛

こ
ろ
も
ゆ
る

く
、
朝
な
朝
な
帯
緩

お
び
ゆ
る

し
。（『
遊
仙
窟
』）

c
夕
さ
ら
ば
屋や

戸ど

開あ

け
設ま

け
て
我わ
れ

待
た
む
夢い
め

に
相あ
ひ

見み

に
来こ

む
と
い
ふ
人
を

（
七
四
四
）

今
宵
こ
よ
ひ

戸と

を
閉と

ざ

す
こ
と
莫な

か
れ
、
夢む

裏り

渠き
み

が
邊

ほ
と
り

に
向む

か

は
ん
。（『
遊
仙
窟
』）

d
夜
の
ほ
ど
ろ
出
で
つ
つ
来く

ら
く
た
び
数ま

多ね

く
な
れ
ば
我あ

が
胸
切
り
焼
く
ご

と
し
（
七
五
五
）

末い
ま

だ
曾か

つ

て
炭す

み

を
飲
ま
ざ
れ
ど
も
、
腸
熱
く
し
て
焼
く
る
が
如
く
、
刃

や
い
ば

を
呑の

め
る
を
憶お
も

は
ざ
れ
ど
も
、
腹
穿う
が

つ
て
割さ

く
る
に
似
た
り
。（『
遊
仙
窟
』）

『
代
匠
記
』
の
指
摘
は
貴
重
で
あ
る
。
が
、
こ
の
相
聞
贈
答
歌
群
に
は
ま
だ

『
遊
仙
窟
』
の
詩
句
を
踏
ま
え
る
歌
が
存
す
る
。
そ
れ
は
、
次
の
歌
で
あ
る
。

相
見
て
は
幾い
く

日か

も
経
ぬ
を
こ
こ
だ
く
も
く
る
ひ
に
く
る
ひ
思
ほ
ゆ
る
か
も

（
七
五
一
）

こ
れ
は
『
遊
仙
窟
』
の

名
を
聞
く
だ
に
腸
肚
ち
ゃ
う
と

已
に
猖
狂

し
ゃ
う
き
ゃ
うす

、
面お
も

を
見
て
は
精
神
更さ
ら

に
迷
惑
す
。

を
踏
ま
え
て
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
（「
猖
狂
」
は
は
げ
し
く
狂
う
、
の
意
。「
猖
」

も
「
狂
」
も
く
る
う
意
）。

家
持
は
坂
上
大
嬢
と
の
相
聞
贈
答
歌
群
の
歌
に
『
遊
仙
窟
』
の
詩
句
を
踏
ま

え
た
こ
と
を
想
起
し
つ
つ
、
越
中
秀
吟
を
詠
み
成
す
時
に
『
遊
仙
窟
』
の
詩
句

を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
巻
四
の
家
持
と
坂
上
大
嬢
の
相
聞
歌
群
に
は
、

『
遊
仙
窟
』
の
詩
句
を
踏
ま
え
る
歌
と
踵
き
び
す
を
接
し
て
、
記
紀
神
話
に
見
え
る
言
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葉
を
用
い
て
恋
の
苦
し
さ
を
訴
え
る
歌
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
遊

仙
窟
』
の
詩
句
を
踏
ま
え
る
七
四
一
・
七
四
二
と
七
四
四
の
間
に
存
す
る
次
の

歌
で
あ
る
。

我あ

が
恋
は
千ち

引び
き

の
石い
は

を
七
ば
か
り
首
に
懸か

け
む
も
神
の
ま
に
ま
に（

七
四
三
）

「
千
引
の
石い
は

」
は
記
紀
神
話
に
見
え
る
語
で
あ
る
。

そ
し
て
、
越
中
秀
吟
に
も
、『
遊
仙
窟
』
の
詩
句
を
踏
ま
え
る
上
記
の
歌
と

と
も
に
、『
古
事
記
』
神
話
の
「
下
照
る
媛
」
を
踏
ま
え
る
最
初
の
四
一
三
九

や
「
下
照
る
媛
」
の
登
場
す
る
条
の
「
朝
床
」
の
語
を
生
か
し
た
最
後
の
四
一

五
〇
が
あ
る
（「
下
照
る
媛
」
は
日
本
書
紀
神
話
に
も
見
え
る
け
れ
ど
も
「
朝

床
」
は
な
い
。
よ
っ
て
、
家
持
は
主
に
『
古
事
記
』
神
話
の
方
を
念
頭
に
据
え

て
い
た
と
思
わ
れ
る
）。

こ
う
し
て
、
両
歌
群
に
『
遊
仙
窟
』
や
日
本
神
話
の
表
現
を
用
い
て
作
品
に

神
仙
色
や
神
性
を
賦
与
す
る
方
法
が
存
す
る
と
言
え
る
。
家
持
は
、
巻
四
の
家

持
と
坂
上
大
嬢
の
相
聞
歌
群
の
一
方
法
を
越
中
秀
吟
に
意
図
的
に
用
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

『
遊
仙
窟
』
と
か
か
わ
る
家
持
歌
は
ま
だ
他
に
も
存
す
る
。
坂
上
大
嬢
関
係

歌
で
は
、

百
千
遍
恋
ふ
と
言
ふ
と
も
諸も

ろ

弟と

ら
が
練ね

り
の
こ
と
ば
は
我
は
頼
ま
じ

（
七
七
四
）

の
原
文
「
百も
も

千ち

遍た
び

」
は
、『
遊
仙
窟
』
の

・
能よ

く
公こ
う

子し

を
し
て
百
廻
生
か
し
め
、
巧
み
に
王
孫
を
し
て
千
遍
死
せ
し
め

ん
。

・
能よ

く
西せ
い

施し

を
し
て
面
お
も
て

を
掩お
ほ

ひ
て
、
百
遍
粧
を
焼
き
、
南
國
を
し
て
心
を
傷い
た

め
て
、
千
廻
鏡
を
撲う

た
し
む
。

の
原
文
「
百
廻
も
も
た
び

」「
千
遍
ち
た
び

」（「
百
遍
」「
千
廻
」）
を
意
識
し
、
そ
の
二
語
を
一

語
に
合
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
紀
女
郎
に
和
し
た
家
持
の

百
年
に
老
舌

お
い
し
た

出
で
て
よ
よ
む
と
も
我
は
い
と
は
じ
恋
ひ
は
増
す
と
も

（
4
七
六
四
）

の
「
百
年
も
も
と
せ

」
も
、『
遊
仙
窟
』
の

言
ふ
莫な

か
れ
長
く
千
金

せ
ん
き
ん

の
面め

ん

有
り
と
、

終つ
ひ

に
帰き

し
て
変
じ
て
一
抄

ひ
と
に
ぎ
り
の
塵ち
り

と
作な

ら
ん
。

生
前
但

せ
い
ぜ
ん
た
だ

楽
し
み
を
爲な

す
に
日ひ

有
り
、

死し

後ご

更
に
人
に
著つ

く
る
に
春
無
か
ら
ん
。

祗
一
生

た
だ
い
っ
し
ゃ
うの
意
を
倡
佯

し
ゃ
う
や
う
す
べ
し
、

何
を
須も
つ

て
か
百
年
の
身
を
負ふ

持ぢ

せ
ん
、
と
。

の
文
脈
を
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
「
百
年
」
を
踏
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
越
中
秀
吟
と
『
遊
仙
窟
』、
家
持
と
『
遊
仙
窟
』
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
論
述
し
た
。
こ
の
節
の
最
後
に
、『
遊
仙
窟
』
が
『
万
葉
集
』
以
後
の

日
本
文
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
中
西
進
氏
は
『
源
氏
物
語
』

と
『
遊
仙
窟
』
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
（「『
源
氏
物
語
』

と
『
遊
仙
窟
』」、
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
「
文
学
史
上
の
『
源
氏
物
語
』」

所
収
、
平
成
十
年
六
月
）。
貴
重
な
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、『
竹
取
物
語
』
に
お

い
て
、
か
ぐ
や
姫
が
月
の
人
で
、
最
後
に
月
に
帰
っ
て
ゆ
く
と
い
う
発
想
に
は
、

『
遊
仙
窟
』
の

十
娘
頭

じ
ふ
ぢ
や
う
か
う
べを

廻め
ぐ

ら
し
て
咲わ
ら

つ
て
曰
く
、
星
織
女

ほ
し
し
ょ
く
ぢ
ょ

を
留と
ど

め
て
、
遂つ
ひ

に
人
間
じ
ん
か
ん

に
處を

り
し
が
、
月
恆
娥
こ
う
が

を
待
て
ば
、
暫
し
ば
ら

く
天
上

て
ん
じ
ゃ
う

に
帰
れ
り
。

∧
わ
た
し
は
織
女
星
の
よ
う
に
し
ば
ら
く
天
降
っ
て
世
の
中
に
い
た
の
で

す
が
、
月
の
女
神
が
恒
娥
よ
来
い
と
わ
た
し
を
お
待
ち
に
な
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
少
し
の
間
、
天
上
に
帰
っ
て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
の
意
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（『
遊
仙
窟
全
講
』）
∨

の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
遊
仙
窟
』
の
日
本
文
学
に
与
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

九
　
越
中
秀
吟
と
田
辺
福
麻
呂
関
係
歌

越
中
秀
吟
に
影
響
を
与
え
た
作
品
に
、
万
葉
集
の
田
辺
た
な
べ
の

福さ
き

麻ま

呂ろ

関
係
歌
が
あ

る
。
越
中
秀
吟
最
初
の
四
一
三
九
番
歌
の
「
…
桃
の
花
下
照
る
道
に
」
の
「
下

照
る
」
は
、
18
四
〇
五
九
の
「
橘
の
下
照
る
庭
に
」
と
そ
の
表
現
の
拠
り
所
で

あ
る
日
本
神
話
の
「
下
照
る
媛
」
の
語
句
を
意
識
し
て
用
い
た
も
の
で
、
越
中

秀
吟
最
後
の
四
一
五
〇
番
歌
題
詞
の
「
泝
レ
江
」
は
、
18
四
〇
五
六
〜
七
番
歌

左
注
と
四
〇
六
一
〜
二
番
歌
左
注
の
「
泝
レ
江
」
を
襲
用
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
（
前
掲
拙
稿
①
）。
留
意
し
た
い
こ
と
は
、
そ
の
18
四
〇
五
六
〜
七
、
四

〇
五
九
、
四
〇
六
一
〜
二
番
歌
は
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
三
月
に
左
大
臣

橘
家
の
使
者
と
し
て
越
中
に
来
訪
し
た
田
辺
福
麻
呂
が
家
持
ら
に
伝
誦
し
た
四

〇
五
六
〜
四
〇
六
二
の
中
の
歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
群
を
示

せ
ば
、
次
の
と
お
り
。

清
足
姫
天

太
上
皇

お
ほ
き
す
め
ら
み
こ
と、

難
波
な
に
は

の
宮
に
御い

在ま

す
時
の
歌
七
首
皇
な
り

左
大
臣
橘
宿

が
歌
一
首

堀
江
に
は
玉
敷
か
ま
し
を
大
君
を
御み

船ふ
ね

漕
が
む
と
か
ね
て
知
り
せ
ば

（
四
〇
五
六
）

御
製
歌
一
首
和

玉
敷
か
ず
君
が
悔く

い
て
言
ふ
堀
江
に
は
玉
敷
き
満み

て
て
継
ぎ
て
通か
よ

は
む
或

い
は
「
玉
汲こ

き
敷
き
て
」
と
い
ふ
（
四
〇
五
七
）

右
の
二
首
の
件
く
だ
り
の
歌
は
、
御
船

お
ほ
み
ふ
ね

江
を
泝
り
遊
宴
す
る
日
に
、
左
大

臣
が
奏
、
并あ
は

せ
て
御
製
。

御
製
歌
一
首

橘
た
ち
ば
なの
と
を
の
橘
八や

つ
代よ

に
も
我あ
れ

は
忘
れ
じ
こ
の
橘
を
（
四
〇
五
八
）

河
内
女
王

か
ふ
ち
の
お
ほ
き
み

が
歌
一
首

橘
の
下
照
る
庭
に
殿と

の

建
て
て
酒さ

か

み
づ
き
い
ま
す
我わ

が
大
君

お
ほ
き
み

か
も（

四
〇
五
九
）

粟
田
女
王

あ
は
た
の
お
ほ
き
み

が
歌
一
首

月
待
ち
て
家
に
は
行ゆ

か
む
我
が
挿
せ
る
赤
ら
橘
影
に
見
え
つ
つ（

四
〇
六
〇
）

右
の
件
の
歌
は
、
左
大
臣
橘

卿

た
ち
ば
な
の
ま
へ
つ
き
み

が
宅い
へ

に
在い
ま

し
て
、
肆
宴
し
た
ま

ふ
時
の
御
歌
、
并あ
は

せ
て
奏
歌
。

堀
江
よ
り
水み

脈を

引び

き
し
つ
つ
御み

船ふ
ね

さ
す
賤し
つ

男を

の
と
も
は
川
の
瀬せ

申ま
う

せ

（
四
〇
六
一
）

夏
の
夜よ

は
道
た
づ
た
づ
し
船
に
乗
り
川
の
瀬
ご
と
に
棹さ

を

さ
し
上の

ぼ

れ
（
四
〇
六
二
）

右
の
件
く
だ
り
の
歌
は
、
御
船
綱
手

お
ほ
み
ふ
ね
つ
な
て

を
も
ち
て
江
を
泝
り
、
遊
宴
す
る
日
に

作
る
。

伝
誦
す
る
人
は
田
辺
史
ふ
び
と

福
麻
呂
ぞ
。

総
題
に
見
え
る
「
太
上
皇
」
は
、
元
正
上
皇
を
さ
す
。
元
正
上
皇
は
左
大
臣

橘
諸
兄
と
と
も
に
、
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
閏
一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
十

四
日
ま
で
、
難
波
宮
に
滞
在
し
た
こ
と
が
、『
続
日
本
紀
』
の
記
事
か
ら
知
ら

れ
る
。
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
新
釋
』
上
巻
（「
巻
々
の
解
説
」。
昭
和
六
年
三
月
）

に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
右
七
首
は
こ
の
天
平
十
六
年
の
夏
の
歌
と
推
定
さ
れ

る
。家

持
が
越
中
秀
吟
詠
作
の
際
に
右
の
七
首
（
特
に
上
記
指
摘
の
箇
所
）
を
想

─227（104）─



起
し
た
時
、
こ
の
七
首
に
関
連
す
る
次
の
田
辺
福
麻
呂
歌
集
歌
（
福
麻
呂
自
身

の
歌
と
覚
し
い
）
を
想
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

難
波
な
に
は

の
宮
に
し
て
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌

や
す
み
し
し
我
が
大
君
お
ほ
き
み

の
　
あ
り
通が
よ

ふ
難
波
の
宮
は
　
鯨い
さ

魚な

取と

り
海
片か
た

付づ

き
て
　
玉
拾ひ
り

ふ
浜
辺
を
近
み
　
朝あ
さ

羽は

振ふ

る
波
の
音
騒さ
わ

き
　
夕
な
ぎ
に
楫か
ぢ

の

音
聞
こ
ゆ
　
暁
の
寝
覚
に
聞
け
ば

海
石

い
く
り

の
潮
干

し
ほ
ひ

の
共む

た

浦う
ら

洲す

に
は
千
鳥

妻
呼
び
　
葦あ
し

辺へ

に
は
鶴た
づ

が
音ね

響
む
　
見
る
人
の
語
り
に
す
れ
ば
　
聞
く
人

の
見
ま
く
欲ほ

り
す
る
　
御み

食け

向む
か

ふ
味
経
あ
ぢ
ふ

の
宮
は
　
見
れ
ど
飽あ

か
ぬ
か
も

（
6
一
〇
六
二
）

反
歌
二
首

あ
り
通が
よ

ふ
難
波
の
宮
は
海
近
み
海
人
娘
子

あ
ま
を
と
め

ら
が
乗
れ
る
舟
見
ゆ（

一
〇
六
三
）

潮し
ほ

干ふ

れ
ば
葦
辺
に
騒
く
白
鶴
し
ら
た
づ

の
妻
呼
ぶ
声
は
宮
も
と
ど
ろ
に
（
一
〇
六
四
）

家
持
は
右
の
一
〇
六
二
番
歌
の
「
暁
の
寝ね

覚ざ
め

に
聞
け
ば
」
を
念
頭
に
据
え
、

そ
の
「
寝
覚
」（
眠
り
か
ら
覚
め
る
意
の
名
詞
）
を
動
詞
化
し
、「
夜
ぐ
た
ち
に

寝
覚
め
て
居
れ
ば
」（
四
一
四
六
）
と
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

（「
寝
覚
め
」
に
千
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
く
歌
は
、
万
葉
集
中
6
一
〇
六
二
と
四
一

四
六
の
二
首
の
み
）。
こ
の
「
寝
覚
め
て
居
れ
ば
」
に
つ
い
て
は
、
一
〇
六
二

の
「
寝
覚
」
を
意
味
転
化
さ
せ
て
「
寝
れ
ず
に
目
が
さ
め
て
い
る
と
」
の
意
と

し
て
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
稿
①
で
は
そ
の
解
釈
を
採
っ
た

が
、
む
し
ろ
一
〇
六
二
の
「
寝ね

覚ざ
め

」
と
同
様
、「
眠
り
か
ら
覚
め
る
」
意
と
捉

え
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
家
持
は
眠
り

も
や
ら
ず
い
る
と
、
の
意
を
表
わ
す
場
合
に
は
「
寐
を
寝
ず
居
れ
ば
」（
20
四

四
〇
〇
）
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
、
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
家
持
は

眠
り
に
つ
い
た
が
夜
中
過
ぎ
に
寝
覚
め
て
し
ま
い
、
再
び
眠
り
に
つ
け
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
夜
中
過
ぎ
に
寝
覚
め
る
と
意
識
が
さ
め
た
ま
ま
で
再
び
眠
り

に
入
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
家
持
は
寝
覚
め
た
ま
ま
暁
を
迎
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
家
持
は
床
か
ら
起
き
出
で
て
雉
の
鳴
き
声
が
響
き
く
る
霞
を

見
つ
め
る
の
で
あ
る
（
四
一
四
八
〜
九
番
歌
）。
6
一
〇
六
二
の
「
暁
の
寝
覚

に
聞
け
ば
…
葦
辺
に
は
鶴
が
音
響
む
」
は
四
一
四
八
〜
九
の
題
詞
「
暁
に
、
、

鳴
く

雉
を
聞
く
、
、

歌
二
首
」
や
四
一
四
九
の
「
あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
の
雉
鳴
き
響
む

、
、
、
、

」

に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、「
暁
の
寝
覚
に
聞
け
ば
」
の
影

響
は
四
一
五
〇
の
「
朝
床
に
聞
け
ば
」
の
表
現
形
成
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。6

一
〇
六
二
〜
四
は
、
題
詞
に
「
難
波
の
宮
に
し
て
作
る
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
田
辺
福
麻
呂
が
難
波
の
宮
に
滞
在
し
て
詠
ん
だ
歌
で
、
そ
の
詠
作
時
期
は
、

歌
詠
に
「
千
鳥
」
と
「
鶴
」
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
難
波
遷
都
の

天
平
十
六
年
二
月
二
十
六
日
以
降
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
春
の
時
期
と
覚
し

い
。
こ
の
見
方
に
と
っ
て
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
が
難
波
の
宮
で
天
平
勝
宝
七

歳
二
月
十
三
日
に
詠
ん
だ
「
私ひ

そ

か
な
る
拙
懐
を
陳の

ぶ
る
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
20

四
三
六
〇
〜
二
）
の
四
三
六
〇
に
、
6
一
〇
六
三
の
「
海
近
み
海
人
娘
子
ら
が

乗
れ
る
舟
見
ゆ
」
と
同
様
の
「
あ
ぢ
群む
ら

の
騒
き
競き
ほ

ひ
て
　
浜
に
出
で
て
海
原
う
な
は
ら

見

れ
ば
　
白
波
の
八や

重へ

を
る
が
上う

へ

に
　
海あ

人ま

小を

舟ぶ
ね

は
ら
ら
に
浮
き
て
」
の
表
現
が

あ
る
こ
と
や
、
二
月
十
九
日
の
家
持
作
「
防
人
が
情
こ
こ
ろ
と
為な

り
思
ひ
を
陳
べ
て
作

る
歌
」（
四
三
九
八
〜
四
四
〇
〇
）
に
も
、
6
一
〇
六
二
の
「
葦
辺
に
は
鶴
が

音
響
む
」
や
一
〇
六
四
の
「
葦
辺
に
騒
く
白
鶴
の
妻
呼
ぶ
声
」
と
同
様
の
「
鶴

が
音ね

の
悲
し
き
宵
」（
四
三
九
九
）
や
「
鶴
が
鳴
く
葦
辺
」（
四
四
〇
〇
）
の
表

現
が
見
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
家
持
は
福
麻
呂
の
6
一
〇
六
二
〜
四
を
踏

ま
え
て
歌
詠
を
成
し
た
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
こ

と
は
、
家
持
の
上
記
防
人
関
係
歌
四
三
六
〇
に
、
先
掲
田
辺
福
麻
呂
伝
承
歌
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（
18
四
〇
五
六
〜
四
〇
六
二
）
の
「
堀
江
よ
り
水
脈
引
き
し
つ
つ
」（
四
〇
六
一
）

と
「
川
の
瀬
ご
と
に
棹
さ
し
上の
ぼ

れ
」（
四
〇
六
二
）
を
踏
ま
え
て
、「
き
こ
し

を
す
四よ

方も

の
国
よ
り
　
奉
た
て
ま
つる
御み

調つ
き

の
舟
は
　
堀
江
よ
り
水
脈
引
き
し
つ
つ

朝

な
ぎ
に
楫
引
き
上
り
　
夕
潮
に
棹
さ
し
下
り

、
、
、
、
、

」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る

（
こ
の
表
現
に
上
掲
「
あ
ぢ
群
の
」
以
下
の
表
現
が
連
な
る
。
傍
線
部
の
表
現

は
四
〇
六
一
と
四
三
六
〇
の
二
首
に
見
ら
れ
る
の
み
）。
こ
の
こ
と
は
、
家
持

が
田
辺
福
麻
呂
伝
誦
歌
（
18
四
〇
五
六
〜
四
〇
六
二
）
と
田
辺
福
麻
呂
歌
集
歌

（
6
一
〇
六
二
〜
四
）
の
二
つ
の
群
を
想
起
し
、
そ
の
中
の
歌
の
表
現
を
踏
ま

え
た
こ
と
を
明
確
に
語
り
告
げ
る
。
こ
の
二
群
を
踏
ま
え
る
と
い
う
詠
歌
の
方

法
は
越
中
秀
吟
に
す
で
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
難
波
の
宮
に
か
か
わ
る
6
一
〇
六
二
〜
四
と
18
四
〇
五
六
〜
四

〇
六
二
の
二
つ
の
群
を
家
持
が
一
つ
の
有
機
体
と
し
て
受
容
し
た
と
言
え
る
。

そ
の
こ
と
に
は
、
6
一
〇
六
二
〜
四
が
天
平
十
六
年
春
の
歌
で
、
18
四
〇
五
六

〜
四
〇
六
二
が
同
年
夏
の
歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
越
中
秀
吟
に
田
辺
福
麻
呂
歌
（
6
一
〇
六
二
〜
四
）

と
田
辺
福
麻
呂
伝
誦
歌
（
18
四
〇
五
六
〜
四
〇
六
二
）
の
歌
の
表
現
が
深
く
影

を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
成
っ
た
か
と
思
う
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
を
語
り
告
げ
る
。
福
麻
呂
の
上
記
伝
誦
歌
は

元
正
太
上
天
皇
と
橘
諸
兄
を
讃
え
る
歌
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
福
麻
呂
の

伝
誦
歌
を
踏
ま
え
た
越
中
秀
吟
は
、
元
正
太
上
天
皇
と
橘
諸
兄
へ
の
思
い
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
元
正
太
上
天
皇
と
橘
諸
兄
へ
の
思
い
は
、
巻
十
九
巻
末
の
「
十
一
日
に
、

大
雪
落
り
積
み
て
、
尺
に
二
寸
有
り
。
よ
り
て
拙
懐
を
述
ぶ
る
歌
三
首
」（
四

二
八
五
〜
七
。
四
二
八
五
は
、
天
平
十
八
年
正
月
の
元
正
太
上
天
皇
の
御
在
所

で
の
肆
宴
歌
三
九
二
六
を
踏
ま
え
る
）
と
「
二
月
の
十
九
日
に
、
左
大
臣
橘
家

の
宴
に
し
て
、
攀
ぢ
折
れ
る
柳
の
条え
だ

を
見
る
歌
一
首
」（
四
二
八
九
）
に
継
承

さ
れ
る
。
四
二
八
五
〜
七
の
題
詞
の
「
拙
懐
」
は
元
正
太
上
天
皇
を
意
識
し
た

時
に
お
の
ず
と
生
ま
れ
出
た
謙
遜
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
拙

懐
」
の
語
が
、
元
正
太
上
天
皇
が
難
波
の
宮
に
い
る
時
の
歌
四
〇
六
一
〜
二
を

踏
ま
え
る
「
私ひ
そ

か
な
る
拙
懐
を
陳の

ぶ
る
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
四
三
六
〇
〜
二
）

の
題
詞
に
見
え
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
。
こ
の
「
私
か
な
る
拙
懐
」
も
代
々

の
天
皇
の
な
か
で
主
に
元
正
太
上
天
皇
を
意
識
し
た
時
の
謙
遜
の
言
葉
で
あ
ろ

う
。越

中
秀
吟
を
裏
打
ち
す
る
元
正
太
上
天
皇
と
橘
諸
兄
へ
の
思
い
は
、
巻
十
九

巻
末
部
分
の
四
二
八
五
〜
七
（
特
に
四
二
八
五
）
を
裏
打
ち
す
る
元
正
太
上
天

皇
へ
の
思
い
や
四
二
八
九
に
詠
ま
れ
る
橘
諸
兄
へ
の
思
い
と
響
き
合
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
拙
稿
①
に
指
摘
し
た
越
中
秀
吟
を
裏
打
ち
す
る
大
伴

旅
人
・
大
伴
池
主
・
大
伴
坂
上
郎
女
・
大
伴
坂
上
大
嬢
へ
の
思
い
は
、
四
二
九

〇
〜
四
二
九
二
の
絶
唱
三
首
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
響
き
合
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
（
こ
の
こ
と
、
別
稿
「
大
伴
家
持
絶
唱
三
首
」
の
論
に
詳
述
す
る
）。

十
　
女
を
詠
む
歌
か
ら
男
を
詠
む
歌
へ

最
後
に
越
中
秀
吟
全
体
の
構
図
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
越
中
秀
吟
十
二
首

の
枠
組
み
は
、
桃
源
郷
の
お
と
め
に
見
た
て
ら
れ
た
四
一
三
九
の
「

嬬
」

（
女
）
か
ら
桃
源
郷
の
江
を
ゆ
く
仙
舟
の
漕
ぎ
手
に
見
立
て
ら
れ
た
「
舟
人
」

（
男
）
へ
の
図
で
、
そ
れ
は
大
伴
池
主
「
七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
」
の

「
桃
源
は
海
に
通か
よ

ひ
て
仙
舟
を
泛
ぶ
」
の
表
現
か
ら
想
倒
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
前
掲
拙
稿
①
）。
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「
舟
人
」
を
男
と
見
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
う
。
が
、
念
の
た
め
に
言

え
ば
、「
舟
人
」
の
語
は
四
一
五
〇
以
外
に
九
例
（
3
二
八
三
、
6
一
〇
二
三
、

一
〇
六
五
、
7
一
二
二
五
、
一
二
二
八
、
14
三
三
四
九
、
15
三
六
二
七
、
三
六

四
三，

三
六
五
八
。「
百
舟
人
」
の
二
例
を
含
め
る
）。
う
ち
、

夕
月
夜
影
立
ち
寄
り
合
ひ
天
の
川
漕
ぐ
、
、

舟
人
を
見
る
が
羨と
も

し
さ

（
15
三
六
五
八
）

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、「
舟
人
」
は
男
と
見
る
の
が
自
然
で
、
本
稿
の
見
方
に

支
障
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

越
中
秀
吟
の
女
（

嬬
）
か
ら
男
（
舟
人
）
へ
の
図
を
外
枠
だ
け
で
な
く
仔

細
に
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
前
掲
拙
稿
①
。
四
一
四
二
番
歌
の
場
合
は
、

歌
詠
に
直
接
表
わ
さ
れ
て
お
ら
ず
、
暗
示
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
）

四
一
三
九
　
女
（

嬬
）

単
数
　
出
で
立
つ

四
一
四
二
　
女
（

嬬
）

複
数
　
歩
く

四
一
四
三
　
女
（

嬬
）

複
数
　
水
を
汲
む

四
一
五
〇
　
男
（
舟
人
）

単
数
　
舟
を
漕
ぎ
つ
つ
唱
う

越
中
秀
吟
の
鳥
の
歌
の
場
合
と
同
様
、
単
複
の
違
い
・
動
作
の
相
違
な
ど
も

細
や
か
な
配
慮
を
も
っ
て
詠
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

右
の
う
ち
、
題
詞
に
人
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
四
一
五
〇
番
歌
の
み
で

（
前
掲
拙
稿
①
）、
四
一
三
九
・
四
一
四
二
・
四
一
四
三
番
歌
の
題
詞
に
は
植
物

が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
何
を
表
わ
す
の
か
。
思
う
に
、

女
（

嬬
）
の
場
合
は
い
ず
れ
も
幻
想
で
、
男
（
舟
人
）
は
現
実
で
あ
っ
た
た

め
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
て
み
る
と
、
女
（

嬬
）
か
ら
男
（
舟
人
）
へ
の
図

は
、
幻
想
か
ら
現
実
へ
の
図
で
も
あ
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

越
中
秀
吟
の
女
か
ら
男
へ
の
図
と
か
か
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
万
葉
集
の
巻
十
一
〜
十
四
の
歌
群
の
配
列
と
巻
十
五
の
歌
物
語
歌
群

の
構
造
に
お
い
て
、
女
の
歌
か
ら
男
の
歌
へ
と
い
う
流
れ
を
辿
る
こ
と
が
一
つ

の
方
法
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
伊
藤
博
『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配

列
』
上
第
二
章
第
一
節
。『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配
列
』
下
第
十
章
第
一
節
）。

越
中
秀
吟
の
女
か
ら
男
へ
の
図
は
、
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
女
を
詠
む
歌
か

ら
男
を
詠
む
歌
へ
の
図
で
あ
り
、
女
の
立
場
の
歌
か
ら
男
の
立
場
の
歌
へ
と
い

う
こ
と
と
異
な
る
け
れ
ど
も
、
女
か
ら
男
へ
と
い
う
意
識
の
在
り
方
は
共
通
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』
の
女
か
ら
男
へ
と
い
う
歌
群
の
配
列
方
法
と
歌
物

語
の
方
法
を
家
持
は
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
を
越
中

秀
吟
に
応
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
巻
十
一
〜
十
五
の
編
纂

に
家
持
が
貢
献
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
）。

以
上
、
越
中
秀
吟
十
二
首
、
ま
た
は
上
巳
の
宴
歌
三
首
を
合
わ
せ
て
の
巻
十

九
巻
頭
歌
群
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
掘
り
下
げ
た
。
越
中
秀
吟
十
二
首
は
、

万
葉
集
歌
の
さ
ま
ざ
ま
な
詠
作
手
法
を
拠
り
所
と
し
て
家
持
の
個
性
が
結
実
し

た
、
ま
さ
に
絶
唱
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
越
中
秀
吟
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
巻
十
九
巻
末
の
絶
唱
三
首
（
四
二
九
〇
〜
二
）
の
形
成
に
深
く
作
用

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
、
別
稿
「
大
伴
家
持
絶
唱
三
首
」
に
記
す
。

一
九
九
八
年
（
平
成
十
）
十
月
十
日

∧
注
∨

（
1
）
四
一
四
九
の
「
あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
」
は
、
家
持
が
池
主
に
贈
っ
た
「
感
旧
の

意こ
こ
ろに
勝あ

へ
ず
し
て
懐
を
述
ぶ
る
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
19
四
一
七
七
〜
九
）
に
「
我

が
背
子
と
手
携

て
た
づ
さ

は
り
て
　
明
け
く
れ
ば
出
で
立
ち
向
か
ひ
　
夕
さ
れ
ば
振
り
放さ

け

見
つ
つ
　
思
ひ
延の

べ
見
な
ぎ
し
山．
に
　
八
つ
峰
に
は
霞
た
な
び
き
　
谷
辺
に
は
椿

花
咲
き
　
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば
…
…
」（
四
一
七
七
）
と
詠
み
こ
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
「
山
」
は
二
上
山
で
、「
八
つ
峰
」
は
二
上
山
の
峰
々
、
の
意
。
よ
っ
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て
、
四
一
四
九
の
「
あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
」
も
二
上
山
の
峰
々
を
さ
す
と
捉
え
ら

れ
る
。

（
2
）
越
中
秀
吟
の
前
半
に
四
一
三
九
・
四
一
四
〇
の
庭
園
美
や
四
一
四
二
の
都
大
道

の
華
や
か
さ
、
そ
し
て
四
一
四
三
の
寺
井
の
ほ
と
り
の
美
（
庭
園
美
に
準
ず
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
）
と
い
っ
た
華
や
か
な
美
の
世
界
が
映
し
出
さ
れ
る
の
と
は
異

な
り
、
後
半
は
幽
邃
な
山
水
美
が
う
た
わ
れ
る
。

（
3
）
柿
本
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
に
も
「
…
た
た
な
は
る
青
垣
山

山
神

や
ま
つ
み

の
奉ま

つ

る
御
調

み
つ
き

と
　
春
へ
は
花
か
ざ
し
持
ち
　
秋
立
て
ば
黄
葉
か
ざ
せ
り
一
に
は
「
黄
葉
か
ざ
し
」
と
い
ふ

行
き
沿そ

ふ
川
の
神
も
　
大お
ほ

御み

食け

に
仕
へ
奉ま
つ

る
と
　
上か
み

つ
瀬
に
鵜
川
を
立
ち
　
下
つ

瀬
に
小さ

網で

さ
し
渡
す
…
」（
1
三
八
）
の
よ
う
に
、
山
川
と
植
物
・
動
物
（
花
、

黄
葉
、
鵜
・
∧
魚
∨
）
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
赤
人
は
人
麻
呂

の
吉
野
讃
歌
の
山
川
と
植
物
・
動
物
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、
吉
野
讃
歌
の
第
一
長

反
歌
を
詠
み
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
家
持
は
、
こ
の
こ
と
を
見
抜
い
て
い

た
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
柿
本
人
麻
呂
は
吉
野
讃
歌
を
天
皇
に
焦
点
を
あ
て
て
歌
い
収
め
て
い
る
（
三
九

番
歌
）。
赤
人
は
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
た
の
で
あ
る
。

（
5
）
拙
稿
「『
萬
葉
集
』
末
四
巻
の
正
月
の
歌
」（
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
第
46
集
、

一
九
九
七
年
三
月
）。
以
下
こ
れ
を
拙
稿
②
と
呼
ぶ
。

（
6
）
山
水
の
視
点
に
よ
る
四
首
波
紋
型
対
応
構
成
は
他
に
笠
朝
臣
金
村
歌
集
の
6
九

五
〇
〜
九
五
三
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
九
五
〇
（
山
）
・
九
五
一
（
海
）
・
九
五
二

（
海
）
・
九
五
三
（
山
）
と
い
う
次
第
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
視
点
の
「
山
水
」

に
関
連
し
て
、
上
巳
の
漢
詩
文
に
、「
…
復ま

た
曖
昧
あ
い
ま
い

の
中
に
於
て
、

拂
の
道
を

思
ふ
が
爲た

め

に
、
屡

し
ば
し
ば

山
水
を
借
り
て
、
以
て
其
の
鬱
結
を
化
す
。
…
」（『
芸
文
類

聚
』
第
四
巻
所
収
晉
の
孫
綽
の
三
日
蘭
亭
の
詩
序
）
と
「
山
水
」
の
語
が
見
え
、

具
体
的
な
山
水
表
現
も
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
（『
芸
文
類
聚
』
巻
四
巻
参
照
）、

考
慮
さ
れ
る
。

（
7
）
山
と
野
を
対
応
さ
せ
る
方
法
は
、
赤
人
の
吉
野
讃
歌
の
第
二
長
反
歌
（
6
九
二

六
〜
七
）
に
も
見
ら
れ
、「
…
み
吉
野
の
秋
津
の
小
野
の
　
野．
の
上
に
は
跡
見
据

え
置
き
て
　
み
山
．
．

に
は
射い

目め

立
て
渡
し
…
」（
九
二
六
）、「
あ
し
ひ
き
の
山．
に
も

野．
に
も
…
」（
九
二
七
）
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

（
8
）「
春
菜
」
と
対
応
す
る
一
四
二
四
の
「
す
み
れ
」
も
食
用
に
す
る
た
め
に
摘
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
咲
く
花
・
散
る
花
の
配
列
視
点
は
、
10
一
八
五
四
〜
一
八
七
三
、
10
一
九
〇
〇

〜
三
、
10
二
〇
九
六
〜
二
一
二
七
な
ど
に
も
看
取
さ
れ
る
。

（
10
）
家
持
の
19
四
一
七
七
に
「
…
八
つ
峰
に
は
霞
た
な
び
き
　
谷
辺
に
は
椿
花
咲
き

…
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

（
11
）
た
と
え
ば
『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
三
所
収
の
梁
の
武
帝
「
登
二
北
顧
樓
一
詩
」
に
、

「
南
城
連
二
地
險
一

北
顧
臨
二
水
側
一

深
　
下
無
レ
底
　
高
岸
長
不
レ
測
」
と
い
う

上
下
の
視
点
に
よ
る
詩
句
が
見
え
る
。
遠
近
・
上
下
・
俯
瞰
の
視
点
に
よ
る
描
写

法
は
漢
詩
文
の
方
法
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

∧
付
記
∨

本
稿
第
四
節
に
指
摘
し
た
万
葉
集
の
「
咲
く
花
・
散
る
花
」
の
歌
群
と
配
列

の
視
点
は
、
後
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
三
二
〜
四
八
番
歌
、
四
九
〜
八
九
、
九

〇
〜
一
一
八
番
歌
、
一
一
九
〜
一
二
五
番
歌
な
ど
の
編
纂
に
継
承
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
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